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　上郡町商工会事務局　☎５２-3710　　 ５２-3833問 申

■未就学児の大ホールへの入場は、お断りします。（未就学児をお連れの人は、中ホールで講演をご覧いただけます）
■講演会終了後、サイン会を行います。（当日販売の著書限定）

「私の分岐点」
生涯学習支援センター 大ホール

11月19日（日）13：30～15：00
野口 健 講演会
平成29年度 播磨科学公園都市圏域定住自立圏図書館読書活動推進事業

写真提供：野口健事務所

演 題
場 所

日 時

入場無料
先着
400名
満席の時は、

入場をお断りする
ことがあります。

上郡町読書講演会

可愛いお子さんや、大好きなおじいちゃん・おばあちゃん、
仲良しグループ、ペットなど、皆さんに自慢したいことを募集しています。
詳しくは、総務課 広報情報係 （☎52-1111）まで

募集中

自わ が ま ち 慢

歩武くん（１歳）
一颯くん（2歳）おなまえ

兄弟仲良く、元気に大きくなってね！
お母さん（高橋希さん）から一言

い ぶ き

あ ゆ む

※原則送迎はありません。ただし女性のみJR上郡駅からの送迎は可能です。その場合は連絡してください。

※応募多数の場合は抽選になります。男性については町在住、在勤の人を優先します。

今までに複数のカップルがゴールインしています!
上郡町商工会では今年も『愛ラブ大作戦でステキな出会い』を応援します。
この機会に初めての人も参加してみませんか♪
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年
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ら
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ウ
ス
水
耕
栽

培
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
農

業
経
営
者
の
意
気
込
み
、町
へ

の
強
い
思
い
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　
こ
の
方
は
、「
こ
の
施
設
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
り
、米
、ぶ

ど
う
、イ
チ
ジ
ク
、モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

な
ど
の
農
産
品
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、一
年
を
通
じ
て
上
郡

に
来
れ
ば
、安
全
で
お
い
し
い

農
産
品
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
、ま
た
買
っ
て
帰
れ
る
環
境

整
備
が
必
要
不
可
欠
だ
。」と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
他

に
も
、「
農
家
を
育
て
る
た
め

に
、給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
食
材
採

用
は
も
ち
ろ
ん
、地
産
地
消
を

積
極
的
に
進
め
て
く
だ
さ

い
。」と
の
強
い
要
請
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、９
月
議
会
の一
般
質

問
で
も
、町
の
農
業
施
策
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
質
問
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。町
と
し
て
、

農
業
に
取
り
組
む
方
の
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
は
、行
政
の

役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。農

業
施
策
に
対
す
る
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
、ご
提
案
が
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、町
で
は
、自
然
薯・落

花
生・モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
卵
な
ど
、新

し
い
特
産
品
の
開
発
が
着
々
と

成
果
を
挙
げ
つつ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、農
業
に
食
に
、そ

し
て
観
光
に
と
、上
郡
町
の
新

た
な
魅
力
の
創
造
に一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
町
の
魅
力
を
創
造
」

上
郡
町
長
　
遠
山
　
　
寛

ARで広報かみごおりが
動き出す!

ARで広報かみごおりが
動き出す!

９月24日(日)、赤松の郷昆虫文化館で行われました。説明会に
は約120人が参加し、郷土資料館学芸員の説明に聞き入ってい
ました。今回
の発掘では、
土師器が多
数発見され、
今後の発掘
に期待が持た
れます。

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム
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モロヘイヤ摘み取り体験
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つばき保育所運動会つばき保育所運動会 普通救命救急講習普通救命救急講習

鞍居モモ
コンポートづくり
鞍居モモ
コンポートづくり

8月5日（土）、子ども向け人権講座「ひまわり　　スマイル
隊」が、鞍居ふるさと館を訪問し、鞍居地区ふるさと村づ
くり協議会の協力を得て、モロヘイヤの摘み取りを体験し
ました。また、協議会の取り組みを聞くことで、自分たちの
校区で様々な
活動が行われ
ていることを
知りました。
摘み取ったモ
ロヘイヤは、
同日実施した
お泊りキャン
プで調理し、
おいしくいた
だきました。

９月16日(土)、スポーツセンター総合体育館で開催されまし
た。リレーや綱引き、玉入れなど、子どもたちが一生懸命競技に
取り組んでいました。組体操では、演技が決まるたび、会場から
大きな拍手が起こっていました。

８月30日(水)、上郡消防署で町内の幼稚園、小学校、
中学校、学童クラブの職員を対象に行われました。
講習では、心肺蘇生法やＡＥＤの取扱い方法などの
講義、実技があり、参加者は真剣な表情で講習に参
加していました。

９月22日(金)、鞍居地区公民館で上郡高校３年園芸科
果樹班の生徒と鞍居ふるさと村づくり協議会が一緒
に鞍居モモを使ったコンポートづくりを行いました。

赤松居館跡発掘調査
現地説明会
赤松居館跡発掘調査
現地説明会

上郡中学校体育大会上郡中学校体育大会
９月18日(月・祝)に開催されました。
１年生から３年生までの全１２クラス
が総合優勝を目指し、各種目で熱戦
を繰り広げました。会場は、生徒た
ちの熱気に満ちあふれていました。
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今月の表紙

　AR（拡張現実）とは、スマートフォンやタブレットなどを利用して、
現実の風景にさまざまな情報を重ね合わせて表示する技術のことです。
　無料アプリ「Aurasma（オーラズマ）」をインストー
ル・上郡町のチャンネルを登録し　　マークのついた本
紙の写真にスマートフォンなどをかざすと、写真が動き出
します。
　導入方法や注意事項などは、町ホームページまたは右
のQRコードでご確認ください。
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川
き

み
こ（
戸
谷
）▼
金
澤
末
實（
大
枝
新
）▼
北
山

津
多
江（
大
持
）▼
木
村
正（
下
栗
原
）▼
木
村

春
子（
梨
ケ
原
）▼
久
保
か
る
子（
船
坂
）▼
久

保
咲
子（
細
野
）▼
久
保
初
男（
落
地
）▼
桑
田

ヨ
シ
子（
カ
メ
リ
ア
）▼
高
津
弘（
宿
西
）▼
河
野

千
治（
河
野
原
）▼
河
野
米
美（
河
野
原
）▼
河

本
靜
子（
宿
西
）▼
河
本
正
志（
宿
西
）▼
小
林

三
重
子（
下
栗
原
）▼
坂
本
八
重
子（
鍋
倉
）▼

笹
山
泰
子（
高
山
１
）▼
清
水
さ
と
み（
倉
尾
）

▼
城
下
ア
ヤ
子（
野
桑
）▼
杉
本
紀
子（
広
根
）▼

杉
本
良
子（
栄
町
）▼
杉
山
マ
サ
ヱ（
大
持
）▼
妹

尾
福
美（
段
町
）▼
高
橋
道
子（
高
山
１
）▼
竹

内
郁
子（
別
名
）▼
竹
田
澄
子（
與
井
新
）▼
竹

元
壽
美
子（
丹
西
）▼
田
中
惠
美
子（
上
町
）▼

田
中
艶
香（
小
山
）▼
谷
口
寿
ま
江（
梅
谷
）▼

種
継
ヨ
シ
コ（
尾
長
谷
）▼
田
淵
輝
一（
名
村
）▼

田
淵
み
よ
子（
名
村
）▼
中
馬
光
子（
丹
東
）▼

辻
克
巳（
川
原
）▼
辻
卓
二（
赤
松
）▼
津
村
美

代
子（
西
野
山
）▼
堂
本
奈
津
子（
休
治
）▼
中

島
陽
子（
高
田
台
５
丁
目
西
）▼
中
田
典
子（
中

村
）▼
中
西
登
喜
子（
駅
中
）▼
中
堀
榮
治（
小

山
）▼
中
堀
房
子（
小
山
）▼
中
村
和
子（
中
野
）

▼
中
村
繁
子（
船
坂
）▼
中
山
松
雄（
岩
木
）▼

西
山
テ
ル
コ（
高
山
２
）▼
西
涌
鶴
子（
東
町
）▼

野
勢
實（
丹
東
）▼
信
金
福
美（
隈
見
町
）▼
延

原
榮
子（
宮
ケ
丘
）▼
登
尾
惠
美
子（
栄
町
）▼

芳
賀
あ
き
子（
仲
町
）▼
芳
賀
チ
ズ
子（
奥
）▼

早
川
照
代（
宿
）▼
林
博
之（
高
田
台
５
丁
目

西
）▼
平
山
は
る
ゑ（
小
野
豆
）▼
深
澤
一
枝（
川

原
）▼
深
澤
幸
子（
平
野
）▼
深
澤
卓
志（
宮
ケ

丘
）▼
深
澤
辰
巳（
川
原
）▼
福
井
和
子（
惣
尻
）

▼
福
井
な
つ
子（
仲
町
）▼
福
田
多
鶴
子（
カ
メ

リ
ア
）▼
福
田
富
喜
江（
與
井
新
）▼
福
本
静
子

（
中
野
）▼
藤
本
義
美（
井
上
）▼
古
谷
道
子（
行

頭
）▼
本
田
達
成（
栄
町
）▼
正
木
ミ
サ
ノ（
竹
万

土
井
）▼
松
本
壽
賀
子（
大
枝
）▼
松
本
力（
船

坂
）▼
三
浦
み
ど
り（
駅
西
）▼
道
下
美
津
子

（
宿
）▼
宮
﨑
宮
子（
東
町
）▼
宮
田
千
惠
子（
東

町
）▼
宮
田
照
美（
旭
町
）▼
宮
本
ア
ヤ
子（
高

田
台
５
丁
目
西
）▼
宮
本
澄
子（
與
井
）▼
宮
本

た
づ
子（
川
原
）▼
宮
本
恭
雄（
與
井
）▼
村
上

睦
美（
苔
縄
）▼
村
田
ま
つ
の（
戸
谷
）▼
室
井
稲

乃（
西
野
山
）▼
森
さ
ち
子（
駅
中
）▼
森
下
力

（
惣
尻
）▼
安
田
廣
子（
大
持
）▼
保
村
芳
香（
梨

ケ
原
）▼
矢
田
昌
文（
神
明
寺
）▼
矢
能
ヱ
ツ
子

（
佐
用
谷
）▼
矢
能
照
典（
宿
）▼
矢
能
花
子（
佐

用
谷
）▼
山
口
八
重
野（
宿
東
）▼
山
田
百
合
子

（
釜
島
）▼
山
根
久
己（
宿
）▼
山
本
ア
ヤ
コ（
岩

木
）▼
山
本
勇（
高
山
１
）▼
山
本
き
よ
の（
丹

東
）▼
山
本
マ
サ
コ（
丹
西
）▼
山
本
万
千
子（
與

井
新
）▼
横
谷
た
づ
子（
井
上
）▼
横
山
高
子

（
苔
縄
）▼
𠮷
田
し
げ
子（
大
酒
）

赤
松
初
夫（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
安
西
紀
代

子（
隈
見
町
）▼
池
本
菊
江（
あ
ゆ
み
）▼
今
川

誠（
野
桑
）▼
井
水
美
智
子（
高
山
２
）▼
入
江

紀
文（
大
枝
新
）▼
榎
並
勉（
栄
町
）▼
大
上
節

弘（
宿
東
）▼
大
國
夏
子（
中
野
）▼
大
久
保
義

記（
寺
町
）▼
大
谷
髙
弘（
高
山
２
）▼
大
谷
壽

子（
高
山
２
）▼
大
鳥
富
男（
本
町
）▼
大
林
勝

彦（
大
枝
）▼
大
森
茂（
高
田
台
３
丁
目
西
）▼

岡
田
典
子（
緑
ヶ
丘
）▼
岡
本
郁
子（
丹
東
）▼

岡
本
武
彦（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
沖
悦
子（
宿

東
）▼
沖
中
隆（
船
坂
）▼
奥
田
史
惠（
金
出
地

下
）▼
長
田
和
子（
高
田
台
６
丁
目
）▼
尾
上
拓

治（
大
持
）▼
尾
上
高
德（
行
頭
）▼
片
岡
紀
久

子（
休
治
）▼
片
岡
征
子（
宮
ケ
丘
）▼
片
山
作

夫（
栄
町
）▼
金
澤
加
代
子（
丹
東
）▼
金
澤
妙

子（
井
上
）▼
河
端
雄
彦（
段
町
）▼
北
本
和
子

（
下
栗
原
）▼
木
下
敏
幸（
高
田
台
６
丁
目
）▼

木
村
惠
美
好（
大
酒
）▼
久
保
崇
子（
栄
町
）▼

久
保
昌
子（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
久
保
好
則

（
細
野
）▼
黒
田
桂
子（
高
田
台
１
丁
目
）▼
下

賀
辰
大（
本
町
）▼
下
賀
ヨ
シ（
本
町
）▼
河
本

稔（
井
上
）▼
香
山
正
和（
大
持
）▼
小
寺
紀
代

子（
與
井
）▼
小
寺
清
之（
東
町
）▼
小
寺
フ
サ

子（
船
坂
）▼
小
林
晃（
下
栗
原
）▼
小
林
達
之

（
井
上
）▼
小
林
長
二（
中
野
）▼
小
林
政
治（
丹

東
）▼
小
林
美
千
代（
尾
長
谷
）▼
坂
越
忠
和

（
船
坂
）▼
坂
越
好
美（
船
坂
）▼
坂
田
す
ゑ
み

（
本
金
出
地
）▼
坂
田
千
年（
本
金
出
地
）▼
坂

本
和
子（
奥
）▼
櫻
井
千
代
子（
高
田
台
５
丁
目

西
）▼
佐
々
木
和
子（
高
田
台
１
丁
目
）▼
笹
山

喜
八（
寺
町
）▼
四
方
保（
駅
中
）▼
宍
戸
榮（
川

原
）▼
嶋
上
喜
久
子（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
清

水
康
子（
梨
ケ
原
）▼
下
田
和
男（
高
田
台
３
丁

目
西
）▼
下
村
仁
之（
中
野
）▼
新
笑
子（
梨
ケ

原
）▼
神
仁
人（
苔
縄
）▼
杉
井
平
八
郎（
寺
町
）

▼
杉
本
キ
ミ
エ（
仲
町
）▼
鈴
木
和
子（
高
田
台

４
丁
目
東
）▼
妹
尾
積（
丹
東
）▼
髙
谷
敏
美

（
駅
中
）▼
髙
原
信
子（
與
井
新
）▼
竹
内
末
一

（
駅
北
）▼
竹
内
美
惠
子（
落
地
）▼
武
末
敏
彦

（
大
持
）▼
武
田
修
造（
本
町
）▼
竹
田
米
子（
梨

ケ
原
）▼
竹
本
タ
ズ
ヱ（
上
町
）▼
武
本
𠮷
弘（
金

内
）▼
建
石
武（
船
坂
）▼
田
中
昌
作（
丹
東
）▼

田
中
た
ま
き（
苔
縄
）▼
田
中
義
教（
苔
縄
）▼

田
辺
佐
千
六（
船
坂
）▼
玉
富
康
造（
高
田
台
３

丁
目
西
）▼
塚
本
早
智
子（
宮
ケ
丘
）▼
塚
本
豊

子（
段
町
）▼
辻
光
子（
宿
西
）▼
寺
尾
由
喜
子

（
竹
万
南
）▼
寺
本
直
美（
高
田
台
１
丁
目
）▼

寺
本
久
子（
東
町
）▼
冨
井
タ
ツ
ル（
安
室
ヶ
丘
）

▼
富
重
明（
高
田
台
５
丁
目
西
）▼
中
尾
和
男

（
隈
見
町
）▼
中
尾
英
恭（
寺
町
）▼
長
尾
泰
子

（
梨
ケ
原
）▼
中
丘
勧（
あ
ゆ
み
）▼
中
川
小
夜

子（
落
地
）▼
中
瀨
幸
樹（
岩
木
船
谷
）▼
仲
田

美
紀
子（
大
持
）▼
中
塚
文
雄（
釜
島
）▼
中
原

庸
之（
船
坂
）▼
中
山
信
子（
金
内
）▼
成
瀬
慶

祐（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
難
波
辰
夫（
惣
尻
）

▼
西
川
佳
代
子（
川
原
）▼
西
川
諭（
金
内
）▼

西
川
千
代
子（
柏
野
）▼
西
原
紀
代
子（
寺
町
）

▼
西
山
紀
之（
岡
）▼
西
山
サ
チ
子（
宮
ケ
丘
）▼

西
山
武
郎（
倉
尾
）▼
西
山
富
子（
岡
）▼
西
山

典
子（
岡
）▼
西
山
義
和（
柏
野
）▼
延
藤
奈
保

子（
駅
西
）▼
野
邑
朝
夫（
宿
東
）▼
野
村
ト
シ

子（
船
坂
）▼
橋
本
定
美（
川
原
）▼
橋
本
直
行

（
駅
西
）▼
橋
本
道
子（
梨
ケ
原
）▼
花
崎
章（
栄

町
）▼
濱
田
隆
史（
駅
北
）▼
早
瀧
ヨ
シ
子（
岩

木
才
原
）▼
原
は
つ
子（
竹
万
南
）▼
春
尾
昭
子

（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
春
風
正
司（
稗
田
）▼

久
永
安
次（
與
井
）▼
平
岡
洋
一（
高
田
台
４
丁

目
東
）▼
平
山
澄
子（
段
町
）▼
深
澤
君
子（
大

持
）▼
深
澤
は
つ
江（
平
野
）▼
深
澤
仁
貴（
平

野
）▼
福
田
景
高（
竹
万
南
）▼
堀
尾
堅
子（
高

田
台
３
丁
目
西
）▼
前
川
ミ
エコ（
あ
ゆ
み
）▼
前

田
靖
行（
別
名
）▼
松
井
キ
ヨ
ミ（
栄
町
）▼
松
井

博（
高
田
台
４
丁
目
西
）▼
松
江
實
男（
高
田
台

６
丁
目
）▼
松
原
節
子（
高
山
１
）▼
松
本
久
司

（
野
桑
）▼
松
本
フ
ジ
子（
野
桑
）▼
眞
野
せ
い
子

（
駅
北
）▼
丸
山
妙
子（
松
の
尾
）▼
三
浦
喜
則

（
竹
万
土
井
）▼
三
浦
孝
榮（
竹
万
山
田
）▼
三

浦
爲
三（
宿
東
）▼
三
浦
久
子（
竹
万
山
田
）▼

三
浦
眞
澄（
竹
万
山
田
）▼
三
木
幸
廣（
高
田
台

２
丁
目
）▼
三
島
み
ゑ
子（
宿
東
）▼
皆
木
佳
紀

（
竹
万
南
）▼
身
野
宏
樹（
名
村
）▼
宮
川
悦
治

（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
宮
谷
富
司
樹（
松
の

尾
）▼
三
好
と
よ
み（
別
名
）▼
村
上
律
子（
隈

見
町
）▼
森
正
紀（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
森
正

行（
與
井
新
）▼
山
内
道
子（
名
村
）▼
山
内
陽

治（
名
村
）▼
山
下
俊
彦（
岡
）▼
山
下
房
子（
高

田
台
３
丁
目
西
）▼
山
下
吉
照（
平
野
）▼
山
田

明
子（
松
の
尾
）▼
山
田
育
子（
船
坂
）▼
山
本

明
美（
駅
中
）▼
山
本
直
一（
寺
町
）▼
山
本
博
子

（
大
持
）▼
山
本
フ
ミ（
高
山
２
）▼
山
本
道
治

（
大
枝
新
）▼
山
本
光
江（
落
地
）▼
山
本
宣
美

（
本
金
出
地
）▼
湯
朝
一（
栄
町
）▼
横
谷
ま
す
み

（
寺
町
）▼
横
山
純
一（
苔
縄
）▼
横
山
武
光（
高

田
台
３
丁
目
西
）▼
吉
井
清（
丹
東
）▼
由
居
満

紗
子（
尾
長
谷
）▼
吉
川
信
也（
教
職
員
住
宅
）

▼
吉
田
公
子（
本
町
）▼
吉
田
萬（
岩
木
船
谷
）

▼
吉
本
満
德（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
利
山
三

千
子（
安
室
ヶ
丘
）▼
若
松
達
郎（
苔
縄
）

▼
牛
尾
冨
美
子（
隈
見
町
）▼
阪
本
昌
子（
あ
ゆ

み
）▼
木
虎
廣
志（
細
野
）▼
熊
谷
兼
子（
隈
見

町
）▼
左
古
の
り
子（
岩
木
才
原
）▼
杉
本
忠
司

（
仲
町
）▼
竹
本
敏
美（
高
田
台
５
丁
目
東
）▼

中
江
繁
子（
寺
町
）▼
橋
本
正
巳（
梨
ヶ
原
）▼

福
田
キ
ミ
子（
船
坂
）▼
藤
本
功（
皆
坂
）▼
松

井
宏
司（
高
田
台
６
丁
目
）▼
松
本
正（
上
町
）

▼
松
本
行
人（
名
村
）▼
丸
山
明
美（
本
町
）▼

森
允
之（
丹
東
）

【
参
考
情
報
】

●
最
高
齢
者
１
人
●
最
高
齢
夫
婦
１
組

●
金
婚
対
象
者
25
組

●
米
寿
対
象
者
１
２
２
人

●
喜
寿
対
象
者
１
８
6
人

●
８
０
２
０
対
象
者
17
人

※

広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
申
し
出
が
あ
っ
た
人
が

い
る
た
め
、受
賞
対
象
者
人
数
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
数

は
異
な
り
ま
す
。

名
簿
は
９
月
18
日
現
在

敬
老
会

９
月
18
日（
月・祝
）

最
高
齢
者

最
高
齢
夫
婦

金
婚
の
祝

米
寿
の
祝

８
０
２
０
表
彰

喜
寿
の
祝

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

町
内
の
高
齢
者
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
5
2
・
1
1
1
4

問

健康福祉課 地域福祉係　☎52-1114問

家族みんなで記念撮影しませんか？
金婚夫婦・喜寿を迎えられる人に無料撮影券を郵送しています。
夫婦やお孫さん、家族で撮影することも可能ですので、
ぜひ利用してください。
撮影期間 ２月28日（水）まで　撮影場所 フォトスタジオ木村写真館 ☎52-0103、山本写真館 ☎52-0131
留意事項 ・事前電話予約
　　　　 ・撮影場所に出向くことが困難な時は、撮影場所に相談してください。
　　　　 ・撮影した写真は、1か月後に『引換券』と引き換えに、撮影場所で受け取ってください。
　　　　 ・撮影券を無くしたときは、健康福祉課地域福祉係に問い合わせてください。

広報 かみごおり 10月号 5 広報 かみごおり 10月号 4

今月のトピックス 今月のトピックス

ま
ち
の
話
題

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談



西
村
　
き
み
よ
さ
ん
　
１
０
３
歳       （
大
枝
）

辻
　
圓
治
さ
ん
　
　
95
歳

　
　
キ
ミ
ヱ
さ
ん
　  

94
歳             

（
川
原
）

上
山
敏
昭・美
惠
子（
大
酒
）▼
梅
田
保・ひ
ろ
む

（
栄
町
）▼
梅
谷
正
克・勝
江（
本
町
）▼
沖
中
喜

六・浩
子（
船
坂
）▼
河
端
雄
彦・逸
子（
段
町
）

▼
久
保
勝
治
・
眞
智
子（
細
野
）▼
久
保
田
英

雄・美
惠
子（
３
丁
目
東
）▼
小
林
芳
人・ユ
ミ
子

（
東
町
）▼
小
林
義
光・茂
子（
船
坂
）▼
下
田
和

男・マ
サ
子（
３
丁
目
西
）▼
末
広
一行・洋
子（
旭

町
）▼
高
橋
堅・朝
子（
河
野
原
）▼
高
橋
庸
允・

昭
惠（
楠
）▼
谷
本
隆
敏・千
代
子（
寺
町
）▼
寺

尾
孝
幸
・
玉
江（
船
坂
）▼
西
川
諭
・
範
子（
金

内
）▼
西
山
義
和・恭
子（
柏
野
）▼
平
尾
正
樹・

信
子（
上
町
）▼
深
澤
務・八
重
子（
丹
東
）▼
藤

田
正
一・惠
子（
３
丁
目
西
）▼
前
川
留
蔵・和
子

（
竹
万
南
）▼
前
田
武
久・富
子（
稗
田
）▼
保
村

正
孝・婦
美
子（
梨
ケ
原
）▼
矢
田
泰
弘・聡
美

（
宇
治
山
）▼
山
本
和
正・由
美
子（
落
地
）

▼
赤
井
和
雄（
段
町
）▼
浅
埜
ト
シ
子（
高
山

２
）▼
有
𠮷
孝
子（
旭
町
）▼
井
口
昭
己（
本
金

出
地
）▼
石
本
一代（
岩
木
）▼
井
上
康
子（
宮
ケ

丘
）▼
井
本
辰
夫（
西
野
山
）▼
入
江
清
美（
大

枝
新
）▼
岩
本
照
子（
稗
田
）▼
宇
多
政
子（
大

持
）▼
江
見
美
知
代（
寺
町
）▼
逢
坂
弘
美（
岩

木
）▼
太
田
隆
文（
釜
島
）▼
岡
田
昊
子（
稗
田
）

▼
岡
本
惠
美
子（
行
頭
）▼
岡
本
久
美（
岡
）▼

小
河
正
志（
與
井
新
）▼
奥
原
千
代
子（
高
田

台
１
丁
目
）▼
尾
上
と
み
ゑ（
行
頭
）▼
金
川
き

み
こ（
戸
谷
）▼
金
澤
末
實（
大
枝
新
）▼
北
山

津
多
江（
大
持
）▼
木
村
正（
下
栗
原
）▼
木
村

春
子（
梨
ケ
原
）▼
久
保
か
る
子（
船
坂
）▼
久

保
咲
子（
細
野
）▼
久
保
初
男（
落
地
）▼
桑
田

ヨ
シ
子（
カ
メ
リ
ア
）▼
高
津
弘（
宿
西
）▼
河
野

千
治（
河
野
原
）▼
河
野
米
美（
河
野
原
）▼
河

本
靜
子（
宿
西
）▼
河
本
正
志（
宿
西
）▼
小
林

三
重
子（
下
栗
原
）▼
坂
本
八
重
子（
鍋
倉
）▼

笹
山
泰
子（
高
山
１
）▼
清
水
さ
と
み（
倉
尾
）

▼
城
下
ア
ヤ
子（
野
桑
）▼
杉
本
紀
子（
広
根
）▼

杉
本
良
子（
栄
町
）▼
杉
山
マ
サ
ヱ（
大
持
）▼
妹

尾
福
美（
段
町
）▼
高
橋
道
子（
高
山
１
）▼
竹

内
郁
子（
別
名
）▼
竹
田
澄
子（
與
井
新
）▼
竹

元
壽
美
子（
丹
西
）▼
田
中
惠
美
子（
上
町
）▼

田
中
艶
香（
小
山
）▼
谷
口
寿
ま
江（
梅
谷
）▼

種
継
ヨ
シ
コ（
尾
長
谷
）▼
田
淵
輝
一（
名
村
）▼

田
淵
み
よ
子（
名
村
）▼
中
馬
光
子（
丹
東
）▼

辻
克
巳（
川
原
）▼
辻
卓
二（
赤
松
）▼
津
村
美

代
子（
西
野
山
）▼
堂
本
奈
津
子（
休
治
）▼
中

島
陽
子（
高
田
台
５
丁
目
西
）▼
中
田
典
子（
中

村
）▼
中
西
登
喜
子（
駅
中
）▼
中
堀
榮
治（
小

山
）▼
中
堀
房
子（
小
山
）▼
中
村
和
子（
中
野
）

▼
中
村
繁
子（
船
坂
）▼
中
山
松
雄（
岩
木
）▼

西
山
テ
ル
コ（
高
山
２
）▼
西
涌
鶴
子（
東
町
）▼

野
勢
實（
丹
東
）▼
信
金
福
美（
隈
見
町
）▼
延

原
榮
子（
宮
ケ
丘
）▼
登
尾
惠
美
子（
栄
町
）▼

芳
賀
あ
き
子（
仲
町
）▼
芳
賀
チ
ズ
子（
奥
）▼

早
川
照
代（
宿
）▼
林
博
之（
高
田
台
５
丁
目

西
）▼
平
山
は
る
ゑ（
小
野
豆
）▼
深
澤
一
枝（
川

原
）▼
深
澤
幸
子（
平
野
）▼
深
澤
卓
志（
宮
ケ

丘
）▼
深
澤
辰
巳（
川
原
）▼
福
井
和
子（
惣
尻
）

▼
福
井
な
つ
子（
仲
町
）▼
福
田
多
鶴
子（
カ
メ

リ
ア
）▼
福
田
富
喜
江（
與
井
新
）▼
福
本
静
子

（
中
野
）▼
藤
本
義
美（
井
上
）▼
古
谷
道
子（
行

頭
）▼
本
田
達
成（
栄
町
）▼
正
木
ミ
サ
ノ（
竹
万

土
井
）▼
松
本
壽
賀
子（
大
枝
）▼
松
本
力（
船

坂
）▼
三
浦
み
ど
り（
駅
西
）▼
道
下
美
津
子

（
宿
）▼
宮
﨑
宮
子（
東
町
）▼
宮
田
千
惠
子（
東

町
）▼
宮
田
照
美（
旭
町
）▼
宮
本
ア
ヤ
子（
高

田
台
５
丁
目
西
）▼
宮
本
澄
子（
與
井
）▼
宮
本

た
づ
子（
川
原
）▼
宮
本
恭
雄（
與
井
）▼
村
上

睦
美（
苔
縄
）▼
村
田
ま
つ
の（
戸
谷
）▼
室
井
稲

乃（
西
野
山
）▼
森
さ
ち
子（
駅
中
）▼
森
下
力

（
惣
尻
）▼
安
田
廣
子（
大
持
）▼
保
村
芳
香（
梨

ケ
原
）▼
矢
田
昌
文（
神
明
寺
）▼
矢
能
ヱ
ツ
子

（
佐
用
谷
）▼
矢
能
照
典（
宿
）▼
矢
能
花
子（
佐

用
谷
）▼
山
口
八
重
野（
宿
東
）▼
山
田
百
合
子

（
釜
島
）▼
山
根
久
己（
宿
）▼
山
本
ア
ヤ
コ（
岩

木
）▼
山
本
勇（
高
山
１
）▼
山
本
き
よ
の（
丹

東
）▼
山
本
マ
サ
コ（
丹
西
）▼
山
本
万
千
子（
與

井
新
）▼
横
谷
た
づ
子（
井
上
）▼
横
山
高
子

（
苔
縄
）▼
𠮷
田
し
げ
子（
大
酒
）

赤
松
初
夫（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
安
西
紀
代

子（
隈
見
町
）▼
池
本
菊
江（
あ
ゆ
み
）▼
今
川

誠（
野
桑
）▼
井
水
美
智
子（
高
山
２
）▼
入
江

紀
文（
大
枝
新
）▼
榎
並
勉（
栄
町
）▼
大
上
節

弘（
宿
東
）▼
大
國
夏
子（
中
野
）▼
大
久
保
義

記（
寺
町
）▼
大
谷
髙
弘（
高
山
２
）▼
大
谷
壽

子（
高
山
２
）▼
大
鳥
富
男（
本
町
）▼
大
林
勝

彦（
大
枝
）▼
大
森
茂（
高
田
台
３
丁
目
西
）▼

岡
田
典
子（
緑
ヶ
丘
）▼
岡
本
郁
子（
丹
東
）▼

岡
本
武
彦（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
沖
悦
子（
宿

東
）▼
沖
中
隆（
船
坂
）▼
奥
田
史
惠（
金
出
地

下
）▼
長
田
和
子（
高
田
台
６
丁
目
）▼
尾
上
拓

治（
大
持
）▼
尾
上
高
德（
行
頭
）▼
片
岡
紀
久

子（
休
治
）▼
片
岡
征
子（
宮
ケ
丘
）▼
片
山
作

夫（
栄
町
）▼
金
澤
加
代
子（
丹
東
）▼
金
澤
妙

子（
井
上
）▼
河
端
雄
彦（
段
町
）▼
北
本
和
子

（
下
栗
原
）▼
木
下
敏
幸（
高
田
台
６
丁
目
）▼

木
村
惠
美
好（
大
酒
）▼
久
保
崇
子（
栄
町
）▼

久
保
昌
子（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
久
保
好
則

（
細
野
）▼
黒
田
桂
子（
高
田
台
１
丁
目
）▼
下

賀
辰
大（
本
町
）▼
下
賀
ヨ
シ（
本
町
）▼
河
本

稔（
井
上
）▼
香
山
正
和（
大
持
）▼
小
寺
紀
代

子（
與
井
）▼
小
寺
清
之（
東
町
）▼
小
寺
フ
サ

子（
船
坂
）▼
小
林
晃（
下
栗
原
）▼
小
林
達
之

（
井
上
）▼
小
林
長
二（
中
野
）▼
小
林
政
治（
丹

東
）▼
小
林
美
千
代（
尾
長
谷
）▼
坂
越
忠
和

（
船
坂
）▼
坂
越
好
美（
船
坂
）▼
坂
田
す
ゑ
み

（
本
金
出
地
）▼
坂
田
千
年（
本
金
出
地
）▼
坂

本
和
子（
奥
）▼
櫻
井
千
代
子（
高
田
台
５
丁
目

西
）▼
佐
々
木
和
子（
高
田
台
１
丁
目
）▼
笹
山

喜
八（
寺
町
）▼
四
方
保（
駅
中
）▼
宍
戸
榮（
川

原
）▼
嶋
上
喜
久
子（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
清

水
康
子（
梨
ケ
原
）▼
下
田
和
男（
高
田
台
３
丁

目
西
）▼
下
村
仁
之（
中
野
）▼
新
笑
子（
梨
ケ

原
）▼
神
仁
人（
苔
縄
）▼
杉
井
平
八
郎（
寺
町
）

▼
杉
本
キ
ミ
エ（
仲
町
）▼
鈴
木
和
子（
高
田
台

４
丁
目
東
）▼
妹
尾
積（
丹
東
）▼
髙
谷
敏
美

（
駅
中
）▼
髙
原
信
子（
與
井
新
）▼
竹
内
末
一

（
駅
北
）▼
竹
内
美
惠
子（
落
地
）▼
武
末
敏
彦

（
大
持
）▼
武
田
修
造（
本
町
）▼
竹
田
米
子（
梨

ケ
原
）▼
竹
本
タ
ズ
ヱ（
上
町
）▼
武
本
𠮷
弘（
金

内
）▼
建
石
武（
船
坂
）▼
田
中
昌
作（
丹
東
）▼

田
中
た
ま
き（
苔
縄
）▼
田
中
義
教（
苔
縄
）▼

田
辺
佐
千
六（
船
坂
）▼
玉
富
康
造（
高
田
台
３

丁
目
西
）▼
塚
本
早
智
子（
宮
ケ
丘
）▼
塚
本
豊

子（
段
町
）▼
辻
光
子（
宿
西
）▼
寺
尾
由
喜
子

（
竹
万
南
）▼
寺
本
直
美（
高
田
台
１
丁
目
）▼

寺
本
久
子（
東
町
）▼
冨
井
タ
ツ
ル（
安
室
ヶ
丘
）

▼
富
重
明（
高
田
台
５
丁
目
西
）▼
中
尾
和
男

（
隈
見
町
）▼
中
尾
英
恭（
寺
町
）▼
長
尾
泰
子

（
梨
ケ
原
）▼
中
丘
勧（
あ
ゆ
み
）▼
中
川
小
夜

子（
落
地
）▼
中
瀨
幸
樹（
岩
木
船
谷
）▼
仲
田

美
紀
子（
大
持
）▼
中
塚
文
雄（
釜
島
）▼
中
原

庸
之（
船
坂
）▼
中
山
信
子（
金
内
）▼
成
瀬
慶

祐（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
難
波
辰
夫（
惣
尻
）

▼
西
川
佳
代
子（
川
原
）▼
西
川
諭（
金
内
）▼

西
川
千
代
子（
柏
野
）▼
西
原
紀
代
子（
寺
町
）

▼
西
山
紀
之（
岡
）▼
西
山
サ
チ
子（
宮
ケ
丘
）▼

西
山
武
郎（
倉
尾
）▼
西
山
富
子（
岡
）▼
西
山

典
子（
岡
）▼
西
山
義
和（
柏
野
）▼
延
藤
奈
保

子（
駅
西
）▼
野
邑
朝
夫（
宿
東
）▼
野
村
ト
シ

子（
船
坂
）▼
橋
本
定
美（
川
原
）▼
橋
本
直
行

（
駅
西
）▼
橋
本
道
子（
梨
ケ
原
）▼
花
崎
章（
栄

町
）▼
濱
田
隆
史（
駅
北
）▼
早
瀧
ヨ
シ
子（
岩

木
才
原
）▼
原
は
つ
子（
竹
万
南
）▼
春
尾
昭
子

（
高
田
台
３
丁
目
東
）▼
春
風
正
司（
稗
田
）▼

久
永
安
次（
與
井
）▼
平
岡
洋
一（
高
田
台
４
丁

目
東
）▼
平
山
澄
子（
段
町
）▼
深
澤
君
子（
大

持
）▼
深
澤
は
つ
江（
平
野
）▼
深
澤
仁
貴（
平

野
）▼
福
田
景
高（
竹
万
南
）▼
堀
尾
堅
子（
高

田
台
３
丁
目
西
）▼
前
川
ミ
エコ（
あ
ゆ
み
）▼
前

田
靖
行（
別
名
）▼
松
井
キ
ヨ
ミ（
栄
町
）▼
松
井

博（
高
田
台
４
丁
目
西
）▼
松
江
實
男（
高
田
台

６
丁
目
）▼
松
原
節
子（
高
山
１
）▼
松
本
久
司

（
野
桑
）▼
松
本
フ
ジ
子（
野
桑
）▼
眞
野
せ
い
子

（
駅
北
）▼
丸
山
妙
子（
松
の
尾
）▼
三
浦
喜
則

（
竹
万
土
井
）▼
三
浦
孝
榮（
竹
万
山
田
）▼
三

浦
爲
三（
宿
東
）▼
三
浦
久
子（
竹
万
山
田
）▼

三
浦
眞
澄（
竹
万
山
田
）▼
三
木
幸
廣（
高
田
台

２
丁
目
）▼
三
島
み
ゑ
子（
宿
東
）▼
皆
木
佳
紀

（
竹
万
南
）▼
身
野
宏
樹（
名
村
）▼
宮
川
悦
治

（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
宮
谷
富
司
樹（
松
の

尾
）▼
三
好
と
よ
み（
別
名
）▼
村
上
律
子（
隈

見
町
）▼
森
正
紀（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
森
正

行（
與
井
新
）▼
山
内
道
子（
名
村
）▼
山
内
陽

治（
名
村
）▼
山
下
俊
彦（
岡
）▼
山
下
房
子（
高

田
台
３
丁
目
西
）▼
山
下
吉
照（
平
野
）▼
山
田

明
子（
松
の
尾
）▼
山
田
育
子（
船
坂
）▼
山
本

明
美（
駅
中
）▼
山
本
直
一（
寺
町
）▼
山
本
博
子

（
大
持
）▼
山
本
フ
ミ（
高
山
２
）▼
山
本
道
治

（
大
枝
新
）▼
山
本
光
江（
落
地
）▼
山
本
宣
美

（
本
金
出
地
）▼
湯
朝
一（
栄
町
）▼
横
谷
ま
す
み

（
寺
町
）▼
横
山
純
一（
苔
縄
）▼
横
山
武
光（
高

田
台
３
丁
目
西
）▼
吉
井
清（
丹
東
）▼
由
居
満

紗
子（
尾
長
谷
）▼
吉
川
信
也（
教
職
員
住
宅
）

▼
吉
田
公
子（
本
町
）▼
吉
田
萬（
岩
木
船
谷
）

▼
吉
本
満
德（
高
田
台
４
丁
目
東
）▼
利
山
三

千
子（
安
室
ヶ
丘
）▼
若
松
達
郎（
苔
縄
）

▼
牛
尾
冨
美
子（
隈
見
町
）▼
阪
本
昌
子（
あ
ゆ

み
）▼
木
虎
廣
志（
細
野
）▼
熊
谷
兼
子（
隈
見

町
）▼
左
古
の
り
子（
岩
木
才
原
）▼
杉
本
忠
司

（
仲
町
）▼
竹
本
敏
美（
高
田
台
５
丁
目
東
）▼

中
江
繁
子（
寺
町
）▼
橋
本
正
巳（
梨
ヶ
原
）▼

福
田
キ
ミ
子（
船
坂
）▼
藤
本
功（
皆
坂
）▼
松

井
宏
司（
高
田
台
６
丁
目
）▼
松
本
正（
上
町
）

▼
松
本
行
人（
名
村
）▼
丸
山
明
美（
本
町
）▼

森
允
之（
丹
東
）

【
参
考
情
報
】

●
最
高
齢
者
１
人
●
最
高
齢
夫
婦
１
組

●
金
婚
対
象
者
25
組

●
米
寿
対
象
者
１
２
２
人

●
喜
寿
対
象
者
１
８
6
人

●
８
０
２
０
対
象
者
17
人

※

広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
申
し
出
が
あ
っ
た
人
が

い
る
た
め
、受
賞
対
象
者
人
数
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
数

は
異
な
り
ま
す
。

名
簿
は
９
月
18
日
現
在

敬
老
会

９
月
18
日（
月・祝
）

最
高
齢
者

最
高
齢
夫
婦

金
婚
の
祝

米
寿
の
祝

８
０
２
０
表
彰

喜
寿
の
祝

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

町
内
の
高
齢
者
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　☎
5
2
・
1
1
1
4

問

健康福祉課 地域福祉係　☎52-1114問

家族みんなで記念撮影しませんか？
金婚夫婦・喜寿を迎えられる人に無料撮影券を郵送しています。
夫婦やお孫さん、家族で撮影することも可能ですので、
ぜひ利用してください。
撮影期間 ２月28日（水）まで　撮影場所 フォトスタジオ木村写真館 ☎52-0103、山本写真館 ☎52-0131
留意事項 ・事前電話予約
　　　　 ・撮影場所に出向くことが困難な時は、撮影場所に相談してください。
　　　　 ・撮影した写真は、1か月後に『引換券』と引き換えに、撮影場所で受け取ってください。
　　　　 ・撮影券を無くしたときは、健康福祉課地域福祉係に問い合わせてください。

広報 かみごおり 10月号 5 広報 かみごおり 10月号 4

今月のトピックス 今月のトピックス
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広告 広告

こどもインフルエンザ予防接種費用の助成

高齢者インフルエンザ予防接種費用の助成 平成30年４月からの保育所、
認定こども園入所申込み開始

保健センター　☎５２-２１８８問保健センター　☎５２-２１８８申問

教育推進課 園児係　☎５２-２９１２申問

対象者に助成券を送付しています。ぜひ利用してください。

65歳以上の人などに対して、インフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。
助成を受けられる回数は1回のみです。

助成金額 1回目：3,000円 2回目：1,500円
接種期間 1月31日（水）まで
実施医療機関 町内医療機関（大岩診療所、岡田整形外科、河原クリニック、黒田内科クリニック、高嶺診療所、半田産婦人科医院、三浦医院）
持ち物 助成券・親子健康手帳

対象者 町内に住民登録がある、次のいずれかに該当する人
          ①65歳以上の人(年齢は、接種日の満年齢)
          ②60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる障がいで、
          　身体障害者手帳1級または1級相当該当者
接種期限 1月31日（水）まで
自己負担金 1,500円（生活保護受給者は生活保護証明書を提示すれば無料）
持ち物 身分証明書（運転免許証、マイナンバーカードなど）
          〇身体障害者手帳(該当者は必ず持参) 〇生活保護証明書(該当者は必ず持参)

接種前に、必ず保健センターで事前手続きをしてください。
手続きをせずに受けた場合、全額自己負担になります。
また、希望される医療機関によっては、全額自己負担になる場合があります。

上記以外の医療機関で接種を希望する人

上郡町・相生市・赤穂市の医療機関一覧（医療機関によって事前予約が必要）

入所基準（保護者がいずれかに該当すること）
・家庭外または家庭内で常態的に労働している
・母親が妊娠中である、または出産後間がない
・疾病、負傷または心身に障がいがある
・同居の親族を常時介護または看護している
※その他上記と同様と認められる場合、入所できることがあります。

入所対象児 保護者のいずれもが下記の基準に該当し、保育の必要性が認められる小学校就学前の乳幼児

※接種時は、「助成券」を医療機関窓口に提出し、助成金額を差し引いた額1,000円をお支払いください。

・2回目の接種は、同じ医療機関で接種してください。異なる場合は、自己負担金が2,500円程度となります。
・予診票は、医療機関にあるものを使用してください。
・こどものインフルエンザ予防接種は法律上の義務はありません。保護者の希望による任意の予防接種です。
・予防接種法に基づかない任意の予防接種で健康被害が生じた時は、
（独）医薬品医療機器総合機構の救済制度の対象となります。

注
意
事
項

・風水害、火災などの災害復旧に当たっている
・日中に求職活動を行っている
・職業訓練学校や専門学校などに通っている
・児童虐待の恐れやＤＶにより家庭で保育できない

※認定こども園の幼稚園枠への入所申込は、各園へ直接申し込んでください。

※生活保護証明書が必要な人は、必ず接種前に健康福祉課地域福祉係☎52-1114まで電話してください。

赤穂市民病院
赤穂市民病院 福浦診療所
赤穂市民病院 高雄診療所
赤穂市民病院 有年診療所
赤穂中央病院
赤穂はくほう会病院
イオン診療所
赤穂記念病院
赤穂記念病院 加里屋診療所
石川整形外科医院
梶原外科
きっかわ整形外科
きむクリニック
くぼかわ医院
黒田医院

澤田医院
シオヤ外科胃腸科医院
杉口整形外科
せの内科クリニック
たけもとクリニック
田淵医院
てんわかかりつけ医院
中村内科医院
福田産婦人科麻酔科
藤野内科クリニック
堀クリニック
正木医院
松本クリニック
三木内科
渡辺内科小児科医院

ＩＨＩ播磨病院
相生市民病院
魚橋病院
尾崎内科クリニック
きょう整形外科
栗尾整形外科
中林内科医院
はぎの内科クリニック
半田クリニック
半田中央病院
坂尾クリニック
みどりクリニック

大岩診療所
赤穂市相生市上郡町

岡田整形外科
河原クリニック
黒田内科クリニック
光都プラザクリニック
高嶺診療所
半田産婦人科医院
三浦医院
苔縄医院

受付期間 11月１日（水）～24日（金） 申込書は10月25日（水）から教育推進課で配布します。
　　　　　　　※すでに保育所などに入所している人は入所施設を通じて配布

提出書類 【新規入所】※1支給認定申請書兼事業所入所申込書、※2保育の必要性の確認書類など
　　　　【継続入所】現況届、※2保育の必要性の確認書類など
　　　　　　 ※1 申込書にはマイナンバーの記入が必要です。申込みの時には本人確認（番号及び身元確認できる）書類を持参ください。
　　　　　　 ※2 保育の必要性の確認書類は、該当する入所基準により必要書類が違いますので、お問い合わせください。

年度途中の入所 年度途中の入所も可能ですが、すでに定員を超えているなどの理由により、入所できないことがあります。
                      産休育休明けなどで、年度途中に入所を予定している場合も、必ずこの期間中に申し込んでください。
施設別保育所枠定員数 【保育所】町立つばき保育所（井上）：70人
　　　　　　　　　　【認定こども園】私立陽光こども園（高田台）：105人 私立プレスクールかみごおり（山野里）：30人

　　　　

対象者 平成27年4月2日から平成29年4月1日生まれ

広報 かみごおり 10月号 7 広報 かみごおり 10月号 6

暮らしの案内 暮らしの案内
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広告 広告

こどもインフルエンザ予防接種費用の助成

高齢者インフルエンザ予防接種費用の助成 平成30年４月からの保育所、
認定こども園入所申込み開始

保健センター　☎５２-２１８８問保健センター　☎５２-２１８８申問

教育推進課 園児係　☎５２-２９１２申問

対象者に助成券を送付しています。ぜひ利用してください。

65歳以上の人などに対して、インフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。
助成を受けられる回数は1回のみです。

助成金額 1回目：3,000円 2回目：1,500円
接種期間 1月31日（水）まで
実施医療機関 町内医療機関（大岩診療所、岡田整形外科、河原クリニック、黒田内科クリニック、高嶺診療所、半田産婦人科医院、三浦医院）
持ち物 助成券・親子健康手帳

対象者 町内に住民登録がある、次のいずれかに該当する人
          ①65歳以上の人(年齢は、接種日の満年齢)
          ②60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる障がいで、
          　身体障害者手帳1級または1級相当該当者
接種期限 1月31日（水）まで
自己負担金 1,500円（生活保護受給者は生活保護証明書を提示すれば無料）
持ち物 身分証明書（運転免許証、マイナンバーカードなど）
          〇身体障害者手帳(該当者は必ず持参) 〇生活保護証明書(該当者は必ず持参)

接種前に、必ず保健センターで事前手続きをしてください。
手続きをせずに受けた場合、全額自己負担になります。
また、希望される医療機関によっては、全額自己負担になる場合があります。

上記以外の医療機関で接種を希望する人

上郡町・相生市・赤穂市の医療機関一覧（医療機関によって事前予約が必要）

入所基準（保護者がいずれかに該当すること）
・家庭外または家庭内で常態的に労働している
・母親が妊娠中である、または出産後間がない
・疾病、負傷または心身に障がいがある
・同居の親族を常時介護または看護している
※その他上記と同様と認められる場合、入所できることがあります。

入所対象児 保護者のいずれもが下記の基準に該当し、保育の必要性が認められる小学校就学前の乳幼児

※接種時は、「助成券」を医療機関窓口に提出し、助成金額を差し引いた額1,000円をお支払いください。

・2回目の接種は、同じ医療機関で接種してください。異なる場合は、自己負担金が2,500円程度となります。
・予診票は、医療機関にあるものを使用してください。
・こどものインフルエンザ予防接種は法律上の義務はありません。保護者の希望による任意の予防接種です。
・予防接種法に基づかない任意の予防接種で健康被害が生じた時は、
（独）医薬品医療機器総合機構の救済制度の対象となります。

注
意
事
項

・風水害、火災などの災害復旧に当たっている
・日中に求職活動を行っている
・職業訓練学校や専門学校などに通っている
・児童虐待の恐れやＤＶにより家庭で保育できない

※認定こども園の幼稚園枠への入所申込は、各園へ直接申し込んでください。

※生活保護証明書が必要な人は、必ず接種前に健康福祉課地域福祉係☎52-1114まで電話してください。

赤穂市民病院
赤穂市民病院 福浦診療所
赤穂市民病院 高雄診療所
赤穂市民病院 有年診療所
赤穂中央病院
赤穂はくほう会病院
イオン診療所
赤穂記念病院
赤穂記念病院 加里屋診療所
石川整形外科医院
梶原外科
きっかわ整形外科
きむクリニック
くぼかわ医院
黒田医院

澤田医院
シオヤ外科胃腸科医院
杉口整形外科
せの内科クリニック
たけもとクリニック
田淵医院
てんわかかりつけ医院
中村内科医院
福田産婦人科麻酔科
藤野内科クリニック
堀クリニック
正木医院
松本クリニック
三木内科
渡辺内科小児科医院

ＩＨＩ播磨病院
相生市民病院
魚橋病院
尾崎内科クリニック
きょう整形外科
栗尾整形外科
中林内科医院
はぎの内科クリニック
半田クリニック
半田中央病院
坂尾クリニック
みどりクリニック

大岩診療所
赤穂市相生市上郡町

岡田整形外科
河原クリニック
黒田内科クリニック
光都プラザクリニック
高嶺診療所
半田産婦人科医院
三浦医院
苔縄医院

受付期間 11月１日（水）～24日（金） 申込書は10月25日（水）から教育推進課で配布します。
　　　　　　　※すでに保育所などに入所している人は入所施設を通じて配布

提出書類 【新規入所】※1支給認定申請書兼事業所入所申込書、※2保育の必要性の確認書類など
　　　　【継続入所】現況届、※2保育の必要性の確認書類など
　　　　　　 ※1 申込書にはマイナンバーの記入が必要です。申込みの時には本人確認（番号及び身元確認できる）書類を持参ください。
　　　　　　 ※2 保育の必要性の確認書類は、該当する入所基準により必要書類が違いますので、お問い合わせください。

年度途中の入所 年度途中の入所も可能ですが、すでに定員を超えているなどの理由により、入所できないことがあります。
                      産休育休明けなどで、年度途中に入所を予定している場合も、必ずこの期間中に申し込んでください。
施設別保育所枠定員数 【保育所】町立つばき保育所（井上）：70人
　　　　　　　　　　【認定こども園】私立陽光こども園（高田台）：105人 私立プレスクールかみごおり（山野里）：30人
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広告

火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火気の取り扱いには十分注意し、住宅防
火対策として住宅用火災警報器の設置や点検をしましょう。また、放火火災予防対策
を考えましょう。

秋の火災予防運動

上郡町・船坂地区合同防災訓練

11月14日（火）Ｊアラートテスト放送

緊急地震速報の訓練

上郡消防署　☎５２-５１１９問

住民課 消防防災係　☎５２-１１１５問

国保介護支援室 国保年金係　☎５２-１１５２問

問

国保介護支援室 国保年金係　☎52-1152 姫路年金事務所　☎079-224-6385問

日時 11月１日（水） 10時頃
合図 町内全ての屋外拡声器および公共施設内の音声告知端末から警報音が鳴り、
　　「大地震です！大地震です！」と放送されます。
　　　この放送を合図に、以下の３つの安全行動を体験しましょう。

(1)年金額を増やしたい人は65歳までの間
(2)60歳までに老齢年金を受け取るための資格期間を満たしていない方は70歳までの間
(3)外国に居住する20歳以上65歳未満の日本人は65歳までの間

国民健康保険税滞納世帯には、保険証は郵送しません。
国保介護支援室窓口で滞納の理由などを聞いたうえでの更新となります。

対象者および対象期間

注意

国民年金任意加入制度

国民健康保険証が新しくなります
12月1日（金）から国民健康保険証が
新しくなります。新しい保険証は、11
月17日(金)～19日(日)に、自宅に簡
易書留郵便で届きます。国民健康保
険加入者全員の保険証が入っている
ことを確認してください。不在の場合
は「不在配達通知書」が投函される
ので、郵便局に連絡し再配達日を指
定してください。

平成29年8月から老齢年金を受け取るための資格期間(保険料納付済期間や国民年
金保険料の免除期間などの合計)が25年から10年に短くなりました。60歳までに10
年間の資格期間を満たしていない人や満額受け取れない人で、厚生年金・共済組合
に加入していない人は、60歳以降(申し出た月以降)でも国民年金に任意加入するこ
とができます。(ただし、過去にさかのぼって加入はできません。)

毎年実施している各地区と町との合同防災訓練を、本年度は船坂地区で行います。訓練当日は船坂
地区すべての屋外拡声器から訓練放送が流れ、消防防災ヘリコプターが着陸するほか、自衛隊の車
両展示などを行う予定です。訓練の様子はどなたでも見学可能です。皆さんもぜひ参加してください。

なお、11月27日(月)以降は、国保介護支援室 国保年金係に連絡してください。
※75歳以上(後期高齢者医療制度)の人は来年８月に新しい保険証が届きます。

今年度の保険証の色は
「若竹色(緑色)」。
現在の保険証は、
役場に返却するか、
各自で確実に裁断処分
してください。

11月９日（木）～15日（水）

※天候などによりヘリコプターの
　訓練は中止になることがあります。

（隠れる）（しゃがむ）
揺れが
収まるのを待つ

（画像提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議事務局）

③待つ！②体・頭を
   守って！

①姿勢を
　低く！

日時 11月５日（日） 8時～11時10分頃　場所 旧船坂小学校グラウンド
内容 土砂災害などを想定した各種訓練（避難訓練、救出救助訓練など）

当日は、11時より屋外拡声器から「これはＪアラートのテストです。」という
音声が流れます。趣旨を理解していただき、協力をお願いします。

上郡駅前土地区画整理事業の換地処分に伴う町名・地番の変更

※8月25日（金）に兵庫県知事より
　換地処分の公告が行われたことによるものです。

●

●

●

うかいや
書店

上郡郵便局

JA兵庫西上郡

上郡駅前
交番 観光案内所

山陽本線

三浦医院

上郡駅

山野里

駅　前

竹　万

8月26日（土）から、事業区域内の町名・
地番・住所などが変更されました。
大字「駅前」の区域は、
郵便番号が「678-1234」
に変わりました。

建設課 まちづくり係
☎５２-1117
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火対策として住宅用火災警報器の設置や点検をしましょう。また、放火火災予防対策
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秋の火災予防運動

上郡町・船坂地区合同防災訓練
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緊急地震速報の訓練
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国保介護支援室 国保年金係　☎52-1152 姫路年金事務所　☎079-224-6385問

日時 11月１日（水） 10時頃
合図 町内全ての屋外拡声器および公共施設内の音声告知端末から警報音が鳴り、
　　「大地震です！大地震です！」と放送されます。
　　　この放送を合図に、以下の３つの安全行動を体験しましょう。

(1)年金額を増やしたい人は65歳までの間
(2)60歳までに老齢年金を受け取るための資格期間を満たしていない方は70歳までの間
(3)外国に居住する20歳以上65歳未満の日本人は65歳までの間

国民健康保険税滞納世帯には、保険証は郵送しません。
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易書留郵便で届きます。国民健康保
険加入者全員の保険証が入っている
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ので、郵便局に連絡し再配達日を指
定してください。

平成29年8月から老齢年金を受け取るための資格期間(保険料納付済期間や国民年
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に加入していない人は、60歳以降(申し出た月以降)でも国民年金に任意加入するこ
とができます。(ただし、過去にさかのぼって加入はできません。)

毎年実施している各地区と町との合同防災訓練を、本年度は船坂地区で行います。訓練当日は船坂
地区すべての屋外拡声器から訓練放送が流れ、消防防災ヘリコプターが着陸するほか、自衛隊の車
両展示などを行う予定です。訓練の様子はどなたでも見学可能です。皆さんもぜひ参加してください。

なお、11月27日(月)以降は、国保介護支援室 国保年金係に連絡してください。
※75歳以上(後期高齢者医療制度)の人は来年８月に新しい保険証が届きます。

今年度の保険証の色は
「若竹色(緑色)」。
現在の保険証は、
役場に返却するか、
各自で確実に裁断処分
してください。

11月９日（木）～15日（水）

※天候などによりヘリコプターの
　訓練は中止になることがあります。
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揺れが
収まるのを待つ

（画像提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議事務局）
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①姿勢を
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日時 11月５日（日） 8時～11時10分頃　場所 旧船坂小学校グラウンド
内容 土砂災害などを想定した各種訓練（避難訓練、救出救助訓練など）

当日は、11時より屋外拡声器から「これはＪアラートのテストです。」という
音声が流れます。趣旨を理解していただき、協力をお願いします。

上郡駅前土地区画整理事業の換地処分に伴う町名・地番の変更

※8月25日（金）に兵庫県知事より
　換地処分の公告が行われたことによるものです。
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財政管理室 財政係　☎５２-１１１2問

平成28年度の決算がまとまりました。決算は、1年間の収入と支出を分類し、集計したものです。
決算を通して、町の財政が現在どのような状態にあるのか、その概要を皆さんにお知らせします。
※決算額は千円以下を四捨五入しているため、合計で一致しない場合があります。決算報告決算報告平成28年度

歳入 歳出 差引 翌年度繰越財源 実質収支

72億831万円

歳入

23億4,403万円

歳出

23億4,265万円

収入

区分 平成28年度 増減率

26.0％財　　政
調整基金 5億9,278万円

平成27年度

4億7,031万円

増減額

1億2,247万円

26.4％特　　定
目的基金 1億9,295万円 1億5,271万円 4,024万円

▲6.5％企業会計
（水道会計） 7億1,975万円 7億7,018万円 ▲5,043万円

0.2％減債基金 2,028万円 2,024万円 4万円

25.3％基金合計 8億602万円 6億4,326万円 1億6,276万円

▲2.7％一般会計 94億9,554万円 97億6,352万円 ▲2億6,798万円

▲3.0％特別会計 102億6,414万円 105億7,812万円 ▲3億1,398万円

▲3.0％町債合計 204億7,943万円 211億1,182万円 ▲6億3,239万円

4億9,129万円

支出

4億708万円収益的収支

基
金（
貯
金
）

町
債（
借
金
）

差引

8,421万円

5,221万円 4億4,506万円資本的収支 ▲3億9,285万円

差引

138万円
71億5,850万円 4,981万円 938万円 4,043万円

73億1,503万円 71億4,975万円 1億6,528万円 609万円 1億5,919万円

▲1億672万円増減額 875万円 ▲1億1,547万円 329万円

土地区画整理事業
2,838万円

地方債償還
8億4,035万円

合計
9億146万円

下水道事業
3,273万円

▲1億1,876万円

歳入決算額は、前年度比1.4%減の72億831万円となりました。
主なものとして、町内主要法人の合併等による法人町民税の減、
地価の下落による固定資産税の減などから町税が前年度比1.5％
減となりました。一方で、ふるさとづくり応援寄附金の増から、寄
附金は前年度比61.7％（5,292万円）の大幅な増となりました。
収入構成からみると、自主財源である町税収入が最も多く、24億
6,218万円で全体の34.2%、次いで、国からの地方交付税が20
億594万円で全体の27.8%を占めており、上郡町の大きな財源
となっています。
なお、町の借入額（町債）は、5億9,287万円で、歳入全体の
8.2%となっています。

歳出決算額は、前年度比0.1％増の71億5,850万円となりまし
た。主なものとして、にしはりま環境事務組合への建設負担金が前
年度比17.1％（8,159万円）増加しました。
支出構成からみると、支出することが法律的に義務付けられてい
る経費（義務的経費）である人件費、扶助費及び公債費が29億
8,607万円で全体の約41.7％を占めています。
また、道路や学校などの建設事業や災害復旧に必要な経費（投資
的経費）は、4億4,607万円で全体の6.2%を占めています。主な
ものとしては、道路橋梁維持事業で8,111万円、駅前土地区画整
理事業で4,140万円となりました。
なお、町債返済額（公債費）は9億7,626万円で、歳出全体の
13.6%となっています。

都市計画税は、土地区画整理事業などの都市計画事業に要する費用に充当することを目的とする税金です。
平成28年度都市計画事業等の一般財源負担分は9億 146万円で、このうち都市計画税9,536万円が充当されています。

歳出

歳入

平成 28 年度都市計画事業費の内訳

一般会計特別会計 企業会計

基金と町債

24億6,218万円
34.2％

町税

5億9,287万円
8.2％

町債

20億594万円
27.8％

地方交付税

9,806万円
1.4％

地方譲与税

2,712万円
0.4％

維持補修費

11億2,243万円
15.7％

補助費等

4億4,607万円
6.2％

投資的経費

4億2,805万円
5.9％

県支出金

1億4,611万円
2.0％

使用料及び手数料

715万円
0.1％

投資及び出資金

5億8,744万円
8.1％

国庫支出金

3億3,574万円
4.7％

交付金

4,393万円
0.6％

繰入金

11億4,556万円
16.0％

人件費

8億6,425万円
12.1％

扶助費

11億3,542万円
15.9％

物件費

9億7,626万円
13.6％

公債費

13億1,390万円
18.3％

繰出金

1億2,034万円
1.7％

積立金

8,528万円
1.2％

繰越金
4億2,270万円
5.9％

その他

全国の地方公共団体では、財政の早期健全化・再生の必要性を判断する統一的な指標が定められ、その指標に基づき各自治体の財
政状況を公表することとされています。早期健全化基準の数値を超えた場合、「財政健全化計画」を作成し、計画の実施状況を毎年
度公表しなければなりません。また、財政再生基準の数値を超えた場合においては、地方債の借入に制限がかかります。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字であり比率がないため、「－」で表示しています。 ※資金不足比率は、資金不足額がありませんので、「－」で表示しています。
※実質赤字比率、連結実質赤字比率の早期健全化基準は、財政規模により基準が変動します。

※資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金などで補てんしました。

公営企業会計ごとの事業規模に対す
る資金不足をみる比率

町が抱える負債の残高から将来の財
政への圧迫度をみる比率

借金の返済額などの大きさから資金
繰りの危険度をみる比率

全ての会計の赤字から財政運営の深
刻度をみる比率

普通会計の赤字から財政運営の深刻
度をみる比率

資金不足比率

将来負担比率

実質公債費比率

実質赤字比率

区分 平成28年度 平成27年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

- - 20.0%

218.0% 228.5% 350.0%

18.7% 18.5% 25.0% 35.0%

- - 30.0%

- -
11.25％～

15.00%
16.25％～

20.00%

20.0%

国民健康保険事業
（事業勘定）

会計名

2億2,640万円 2億2,116万円 524万円後期高齢者
医療事業

17億2,839万円 16億6,525万円 6,314万円介護保険事業

4億2,644万円 4億2,544万円 100万円農業集落排水事業

9億9,174万円 9億8,882万円 292万円公共下水道事業

1,684万円 1,683万円 1万円公営墓園事業

9,298万円 8,408万円 890万円ケーブルテレビ
管理運営事業

3,384万円 3,344万円 40万円簡易水道事業

58億6,066万円 57億7,768万円 8,298万円合計

内容

連結実質赤字比率

平成28年度

平成27年度

事業費
事業名

健全化判断比率など

都市計画税の有効活用
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財政管理室 財政係　☎５２-１１１2問

平成28年度の決算がまとまりました。決算は、1年間の収入と支出を分類し、集計したものです。
決算を通して、町の財政が現在どのような状態にあるのか、その概要を皆さんにお知らせします。
※決算額は千円以下を四捨五入しているため、合計で一致しない場合があります。決算報告決算報告平成28年度

歳入 歳出 差引 翌年度繰越財源 実質収支

72億831万円

歳入

23億4,403万円

歳出

23億4,265万円

収入

区分 平成28年度 増減率

26.0％財　　政
調整基金 5億9,278万円

平成27年度

4億7,031万円

増減額

1億2,247万円

26.4％特　　定
目的基金 1億9,295万円 1億5,271万円 4,024万円

▲6.5％企業会計
（水道会計） 7億1,975万円 7億7,018万円 ▲5,043万円

0.2％減債基金 2,028万円 2,024万円 4万円

25.3％基金合計 8億602万円 6億4,326万円 1億6,276万円

▲2.7％一般会計 94億9,554万円 97億6,352万円 ▲2億6,798万円

▲3.0％特別会計 102億6,414万円 105億7,812万円 ▲3億1,398万円

▲3.0％町債合計 204億7,943万円 211億1,182万円 ▲6億3,239万円

4億9,129万円

支出

4億708万円収益的収支

基
金（
貯
金
）

町
債（
借
金
）

差引

8,421万円

5,221万円 4億4,506万円資本的収支 ▲3億9,285万円

差引

138万円
71億5,850万円 4,981万円 938万円 4,043万円

73億1,503万円 71億4,975万円 1億6,528万円 609万円 1億5,919万円

▲1億672万円増減額 875万円 ▲1億1,547万円 329万円

土地区画整理事業
2,838万円

地方債償還
8億4,035万円

合計
9億146万円

下水道事業
3,273万円

▲1億1,876万円

歳入決算額は、前年度比1.4%減の72億831万円となりました。
主なものとして、町内主要法人の合併等による法人町民税の減、
地価の下落による固定資産税の減などから町税が前年度比1.5％
減となりました。一方で、ふるさとづくり応援寄附金の増から、寄
附金は前年度比61.7％（5,292万円）の大幅な増となりました。
収入構成からみると、自主財源である町税収入が最も多く、24億
6,218万円で全体の34.2%、次いで、国からの地方交付税が20
億594万円で全体の27.8%を占めており、上郡町の大きな財源
となっています。
なお、町の借入額（町債）は、5億9,287万円で、歳入全体の
8.2%となっています。

歳出決算額は、前年度比0.1％増の71億5,850万円となりまし
た。主なものとして、にしはりま環境事務組合への建設負担金が前
年度比17.1％（8,159万円）増加しました。
支出構成からみると、支出することが法律的に義務付けられてい
る経費（義務的経費）である人件費、扶助費及び公債費が29億
8,607万円で全体の約41.7％を占めています。
また、道路や学校などの建設事業や災害復旧に必要な経費（投資
的経費）は、4億4,607万円で全体の6.2%を占めています。主な
ものとしては、道路橋梁維持事業で8,111万円、駅前土地区画整
理事業で4,140万円となりました。
なお、町債返済額（公債費）は9億7,626万円で、歳出全体の
13.6%となっています。

都市計画税は、土地区画整理事業などの都市計画事業に要する費用に充当することを目的とする税金です。
平成28年度都市計画事業等の一般財源負担分は9億 146万円で、このうち都市計画税9,536万円が充当されています。

歳出

歳入

平成 28 年度都市計画事業費の内訳

一般会計特別会計 企業会計

基金と町債

24億6,218万円
34.2％

町税

5億9,287万円
8.2％

町債

20億594万円
27.8％

地方交付税

9,806万円
1.4％

地方譲与税

2,712万円
0.4％

維持補修費

11億2,243万円
15.7％

補助費等

4億4,607万円
6.2％

投資的経費

4億2,805万円
5.9％

県支出金

1億4,611万円
2.0％

使用料及び手数料

715万円
0.1％

投資及び出資金

5億8,744万円
8.1％

国庫支出金

3億3,574万円
4.7％

交付金

4,393万円
0.6％

繰入金

11億4,556万円
16.0％

人件費

8億6,425万円
12.1％

扶助費

11億3,542万円
15.9％

物件費

9億7,626万円
13.6％

公債費

13億1,390万円
18.3％

繰出金

1億2,034万円
1.7％

積立金

8,528万円
1.2％

繰越金
4億2,270万円
5.9％

その他

全国の地方公共団体では、財政の早期健全化・再生の必要性を判断する統一的な指標が定められ、その指標に基づき各自治体の財
政状況を公表することとされています。早期健全化基準の数値を超えた場合、「財政健全化計画」を作成し、計画の実施状況を毎年
度公表しなければなりません。また、財政再生基準の数値を超えた場合においては、地方債の借入に制限がかかります。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字であり比率がないため、「－」で表示しています。 ※資金不足比率は、資金不足額がありませんので、「－」で表示しています。
※実質赤字比率、連結実質赤字比率の早期健全化基準は、財政規模により基準が変動します。

※資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金などで補てんしました。

公営企業会計ごとの事業規模に対す
る資金不足をみる比率

町が抱える負債の残高から将来の財
政への圧迫度をみる比率

借金の返済額などの大きさから資金
繰りの危険度をみる比率

全ての会計の赤字から財政運営の深
刻度をみる比率

普通会計の赤字から財政運営の深刻
度をみる比率

資金不足比率

将来負担比率

実質公債費比率

実質赤字比率

区分 平成28年度 平成27年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

- - 20.0%

218.0% 228.5% 350.0%

18.7% 18.5% 25.0% 35.0%

- - 30.0%

- -
11.25％～

15.00%
16.25％～

20.00%

20.0%

国民健康保険事業
（事業勘定）

会計名

2億2,640万円 2億2,116万円 524万円後期高齢者
医療事業

17億2,839万円 16億6,525万円 6,314万円介護保険事業

4億2,644万円 4億2,544万円 100万円農業集落排水事業

9億9,174万円 9億8,882万円 292万円公共下水道事業

1,684万円 1,683万円 1万円公営墓園事業

9,298万円 8,408万円 890万円ケーブルテレビ
管理運営事業

3,384万円 3,344万円 40万円簡易水道事業

58億6,066万円 57億7,768万円 8,298万円合計

内容

連結実質赤字比率

平成28年度

平成27年度

事業費
事業名

健全化判断比率など

都市計画税の有効活用
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上郡町の健全化判断比率などは、いずれの数値も早期健全化基準を下回っていますが・・・

町の財政は、指標上は基準範囲内ですが、経済情勢、少子高齢化や人口減少の影響により、自主財源である町税は減少傾向に
ある一方で、介護・医療費などの社会保障関係経費は増加傾向にあり、さらに厳しい財政状況が予想されます。
こうした状況のなか、人口減少対策への取り組みや事業の選択・集中により、必要な財源を確保、捻出し、限られた経営資源の
有効活用などを図り、持続可能な財政運営に努めていきます。

地方消費税率の引き上げ分に係る使途の明確化　

平成30年度学童クラブ入会生を募集

平成26年4月1日より消費税率（国・地方）が5％から8％に引き上げられたことに伴い、地方消費税交付金の増収分は、その使
途を明確化し、社会保障施策に要する経費に充てるものとされています。
平成28年度上郡町一般会計決算における、地方消費税交付金（社会保障財源化分1億631万7千円）の社会保障施策経費へ
の充当状況は、次のとおりです。

平成２８年度水道事業会計決算概要

業務の状況

建設改良事業の状況

経理の状況

企業債の状況

給水状況は前年度に比べ、給水栓数15栓減の6,361
栓、年間配水量が43千㎥増で2,264千㎥となり有収水
量は7千㎥減で、1,968千㎥になりました。また有収率
は、老朽配水管改良工事等による洗管水、配水管漏水
等により、86.9％となりました。

主な事業として、与井貯蔵品管理倉庫建替工事、大枝
新水源地膜モジュール更新工事のほか、落地地区、駅
前地区、柏野地区において老朽配水管更新工事等を実
施しました。

収益的収支の内訳は、営業収支において営業収益332,069
千円に対し、営業費用375,912千円になり43,843千円の
赤字、営業外収支おいて、営業外費用16,968千円（支払利
息16,404千円、雑支出564千円）に対し、営業外収益が
132,792千円（受取利息10,555千円、長期前受金戻入
104,142千円、雑収益18,095千円）で、115,824千円の
利益となりました。
資本的収支は、収入52,210千円に対し、支出445,060千
円となりました。

区　分 単　位 28年度 前年度比較
増減

年度末給水人口
普及率
年度末給水栓数

年間
一ヶ月単位
一日平均
年間
一ヶ月単位
一日平均

人
％
栓
㎥
㎥
㎥
㎥
㎥
㎥
㎥
％

15,041
99.0
6,361

2,264,610
188,718
6,204

1,967,941
163,995
5,392
7,839
86.9

▲213
0.1
▲15

43,064
3,589
118

▲7,637
▲637
▲6
577
▲2.0

一日最大配水量
有収率

配
水
量

有
収
水
量

収益的収支

金　額 前年度比

総　収　益

総　費　用

純　利　益

464,861千円

392,880千円

71,981千円

▲1,434千円

▲9,207千円

7,774千円

期首現在高

770,179,900円

本年度借入金額

0円

本年度償還額

50,431,543円

期末残高

719,748,357円

4,522万9千円 4,778万9千円 1,329万9千円

障害者福祉事業　　　　      
高齢者福祉事業
子ども・子育て事業　
その他福祉事業

959万5千円
115万円

 2,989万3千円
459万1千円

介護保険事業
後期高齢者医療事業
国民健康保険事業

2,072万4千円
1,648万1千円
1,058万4千円

健康増進事業
予防対策事業
母子保健事業
救急医療体制確保事業
医療費助成事業
その他保健衛生

25万4千円
365万1千円
79万1千円
111万7千円
340万8千円
407万8千円

社会福祉 社会保険 保健衛生社会保障
施策

充当額

内　訳

問 問財政管理室　☎52-１１１２

問 問上下水道課　☎52-００９７

小学校の授業終了後の留守家庭児童が支援員とと
もに、宿題や遊び、運動などをしながら、放課後の
時間を過ごすところです。町では、各小学校区（上
郡、山野里、高田）で学童クラブを開設しています。

小学校に通学している児童で、保護者が仕事や病
気・けがなどの理由で、授業終了後に家庭で保育を
受けられない児童

授　   業　   日 ： 授業終了～18時
長期休業中など ： ８時15分～18時

土・日・祝日（年数回は開設）、盆休み（８月14日～16日）
年末年始（12月29日～１月３日）など

学校園長から依頼があれば事務局や地域
コーディネーターが登録者の活動希望を
照会し、調整連絡を行います。

教育推進課・生涯学習支援センター
各地区公民館

11月10日（金）

学校園の教育活動を支援する人のボランティア登録者を募集します。
「みんなで支える学校・みんなで育てる子ども」の趣旨を理解してもらえる人なら、どなたでもボランティアとして
登録できます。また、グループでの登録も可能です。
特技を生かした指導ができる人、大歓迎。皆さんの経験・愛情を、ぜひ子どもたちに伝えてください。

学童クラブとは

対象児童

開会時間

内　 　容

登録票設置場所
及び提出先

申込期限

休  会  日

１人月額6,000円（７月：8,000円、８月：12,000円）
※30年度から変更になる場合があります。

傷害保険料　年額800円
間食代など雑費月額1,500円

■受付期間
　11月１日（水）～24日（金）※土日祝を除く
■申請書設置場所・提出先
　教育推進課、各学童クラブ、
　町ホームページでもダウンロード可
■提出書類
　入会申請書、就労証明書　など

保  育  料

その他経費

申請方法

かみごおり学校サポートネット登録者の募集

支援活動

サポートネット登録ボランティア

地域住民による学校園サポート
・学習支援
・読み聞かせ

・図書室の整備
・校園内環境整備
・部活動支援
・学校行事の支援
・登下校安全指導

学　校　園
依頼
地域

コーディネーター

申問 　教育推進課 教育係　☎５２-2912

問教育推進課 教育係　☎52-２９１２申問
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上郡町の健全化判断比率などは、いずれの数値も早期健全化基準を下回っていますが・・・

町の財政は、指標上は基準範囲内ですが、経済情勢、少子高齢化や人口減少の影響により、自主財源である町税は減少傾向に
ある一方で、介護・医療費などの社会保障関係経費は増加傾向にあり、さらに厳しい財政状況が予想されます。
こうした状況のなか、人口減少対策への取り組みや事業の選択・集中により、必要な財源を確保、捻出し、限られた経営資源の
有効活用などを図り、持続可能な財政運営に努めていきます。

地方消費税率の引き上げ分に係る使途の明確化　

平成30年度学童クラブ入会生を募集

平成26年4月1日より消費税率（国・地方）が5％から8％に引き上げられたことに伴い、地方消費税交付金の増収分は、その使
途を明確化し、社会保障施策に要する経費に充てるものとされています。
平成28年度上郡町一般会計決算における、地方消費税交付金（社会保障財源化分1億631万7千円）の社会保障施策経費へ
の充当状況は、次のとおりです。

平成２８年度水道事業会計決算概要

業務の状況

建設改良事業の状況

経理の状況

企業債の状況

給水状況は前年度に比べ、給水栓数15栓減の6,361
栓、年間配水量が43千㎥増で2,264千㎥となり有収水
量は7千㎥減で、1,968千㎥になりました。また有収率
は、老朽配水管改良工事等による洗管水、配水管漏水
等により、86.9％となりました。

主な事業として、与井貯蔵品管理倉庫建替工事、大枝
新水源地膜モジュール更新工事のほか、落地地区、駅
前地区、柏野地区において老朽配水管更新工事等を実
施しました。

収益的収支の内訳は、営業収支において営業収益332,069
千円に対し、営業費用375,912千円になり43,843千円の
赤字、営業外収支おいて、営業外費用16,968千円（支払利
息16,404千円、雑支出564千円）に対し、営業外収益が
132,792千円（受取利息10,555千円、長期前受金戻入
104,142千円、雑収益18,095千円）で、115,824千円の
利益となりました。
資本的収支は、収入52,210千円に対し、支出445,060千
円となりました。

区　分 単　位 28年度 前年度比較
増減

年度末給水人口
普及率
年度末給水栓数

年間
一ヶ月単位
一日平均
年間
一ヶ月単位
一日平均

人
％
栓
㎥
㎥
㎥
㎥
㎥
㎥
㎥
％

15,041
99.0
6,361

2,264,610
188,718
6,204

1,967,941
163,995
5,392
7,839
86.9

▲213
0.1
▲15

43,064
3,589
118

▲7,637
▲637
▲6
577
▲2.0

一日最大配水量
有収率

配
水
量

有
収
水
量

収益的収支

金　額 前年度比

総　収　益

総　費　用

純　利　益

464,861千円

392,880千円

71,981千円

▲1,434千円

▲9,207千円

7,774千円

期首現在高

770,179,900円

本年度借入金額

0円

本年度償還額

50,431,543円

期末残高

719,748,357円

4,522万9千円 4,778万9千円 1,329万9千円

障害者福祉事業　　　　      
高齢者福祉事業
子ども・子育て事業　
その他福祉事業

959万5千円
115万円

 2,989万3千円
459万1千円

介護保険事業
後期高齢者医療事業
国民健康保険事業

2,072万4千円
1,648万1千円
1,058万4千円

健康増進事業
予防対策事業
母子保健事業
救急医療体制確保事業
医療費助成事業
その他保健衛生

25万4千円
365万1千円
79万1千円
111万7千円
340万8千円
407万8千円

社会福祉 社会保険 保健衛生社会保障
施策

充当額

内　訳

問 問財政管理室　☎52-１１１２

問 問上下水道課　☎52-００９７

小学校の授業終了後の留守家庭児童が支援員とと
もに、宿題や遊び、運動などをしながら、放課後の
時間を過ごすところです。町では、各小学校区（上
郡、山野里、高田）で学童クラブを開設しています。

小学校に通学している児童で、保護者が仕事や病
気・けがなどの理由で、授業終了後に家庭で保育を
受けられない児童

授　   業　   日 ： 授業終了～18時
長期休業中など ： ８時15分～18時

土・日・祝日（年数回は開設）、盆休み（８月14日～16日）
年末年始（12月29日～１月３日）など

学校園長から依頼があれば事務局や地域
コーディネーターが登録者の活動希望を
照会し、調整連絡を行います。

教育推進課・生涯学習支援センター
各地区公民館

11月10日（金）

学校園の教育活動を支援する人のボランティア登録者を募集します。
「みんなで支える学校・みんなで育てる子ども」の趣旨を理解してもらえる人なら、どなたでもボランティアとして
登録できます。また、グループでの登録も可能です。
特技を生かした指導ができる人、大歓迎。皆さんの経験・愛情を、ぜひ子どもたちに伝えてください。

学童クラブとは

対象児童

開会時間

内　 　容

登録票設置場所
及び提出先

申込期限

休  会  日

１人月額6,000円（７月：8,000円、８月：12,000円）
※30年度から変更になる場合があります。

傷害保険料　年額800円
間食代など雑費月額1,500円

■受付期間
　11月１日（水）～24日（金）※土日祝を除く
■申請書設置場所・提出先
　教育推進課、各学童クラブ、
　町ホームページでもダウンロード可
■提出書類
　入会申請書、就労証明書　など

保  育  料

その他経費

申請方法

かみごおり学校サポートネット登録者の募集

支援活動

サポートネット登録ボランティア

地域住民による学校園サポート
・学習支援
・読み聞かせ

・図書室の整備
・校園内環境整備
・部活動支援
・学校行事の支援
・登下校安全指導

学　校　園
依頼
地域

コーディネーター

申問 　教育推進課 教育係　☎５２-2912

問教育推進課 教育係　☎52-２９１２申問
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生活支援サポーター養成研修受講者募集10月は、がん検診受診率50％
達成に向けた集中キャンペーン月間
10月は、がん検診受診率50％
達成に向けた集中キャンペーン月間

食塩の摂りすぎに注意食塩の摂りすぎに注意

減塩のポイント

塩味に代わる味のアクセントを利用しましょう

外食

円心ウォーク百万歩運動円心ウォーク百万歩運動

モロげんきくん健康ポイント事業

上郡町モロげんきくん元気帳上郡町モロげんきくん元気帳

高齢化が進むなか、一人暮らしの人や高齢者世帯が増え、「話し相手」や「お手伝い」などを必
要とする人が増えています。研修を受講し、あれば助かる支え合い活動にあなたの力を発揮し
てみませんか。

11月30日（木）13時30分～16時30分
役場第２庁舎２階　大会議室
町内のボランティアに興味のある人
無料
電話申込
10月31日（火）17時まで

問 問保健センター　☎52-２１８８

問 問保健センター　☎52-２１８８

問 問保健センター　☎52-２１８８

問 問保健センター　☎52-２１８８

一千万歩達成者第１号

松重 雪子

白岩　彦司
三浦　孝栄
山本　守一

沖中　静之
久保　昌子
   ほか ６人

松重　雪子
髙橋　昌巖
福田　明美
武内　利夫
西山　正幸
松本　茂代
森下　教尚

寺内　正秋
塚本　忠希
横山　勝明
芦田　昌純
杉本　護
   ほか ４人

一千万歩達成者16人

健康でいきいきとした毎日を送るために、みなさんぜひ参加してください。
４月～９月末までの達成者を紹介します。（氏名公表承諾者のみ掲載）

参加方法など詳しい内容は保健センターまで問い合わせてください。

※元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、保健センターで発行します。
　元気帳の交換可能数は、年度内１人につき２冊までです。元気帳を活用して、健康づくり！

がんは、昭和56年より日本人の死因第1位です。平
成27年は年間約37万人が亡くなっています。がん
は、早期発見・早期治療により治る確率が高くなり、
死亡のリスクを軽減することができます。定期的に
がん検診を受診し、体の不調を感じたら、すぐに医
療機関を受診することが大切です。
また、検診を受けたら検診結果を必ず確認し、「要
精検」「要治療」を診断された時は、「私は大丈夫」
と過信せず、早期に医療機関を受診しましょう。

食塩のとりすぎは、高血圧をはじめとした生活習慣病のリスクを高めます。
また、濃い味付けによる食べすぎとなり肥満の原因となります。食事で減塩を心がけましょう。

●ラーメンやうどんの汁は残す
●ソース、しょう油はかけずにつける

旨味の利用
香辛料の利用
酸味の利用
香ばしさの利用
塩分と甘味は一緒に減らす
素材そのもののおいしさの利用

昆布、かつおぶし、煮干でとった天然だしの旨味は塩味をひきたてます

酢、レモン・ゆずなどの柑橘類、トマトなどのさわやかな酸味は、塩味にかわる味のアクセントになります
薄い味付けでも、焼きたて、揚げたての香ばしさでおいしく食べることができます
しょう油、塩を控えるとき、砂糖、みりんも一緒に減らすともの足りなさが軽減されます
新鮮な旬の食材は、香り、食感がよく調味料の使用量を減らすことができます

しょうが、にんにく、唐辛子、スパイス（こしょう等）、ハーブなどで、素材の味を引きたてます

家庭
●だしをしっかり効かせる
●おかず一品は、普通の味付けで

町内のがんによる死亡状況（平成28年）

※資料：平成28年死亡統計

性別死亡順位

男

１位
２位
３位

がん
心疾患
肺炎

１位
２位
３位

肺がん
胃がん
肝臓がん

肝臓がん
乳がん
胃がん

女 男 女

がん部位別死亡順位

一日の食塩摂取の目標量 女性　７ｇ未満男性　８ｇ未満 高血圧の人　６ｇ未満

■日　　時 ：
■場　　所 ：
■対 象 者 ：
■受 講 料 ：
■申込方法 ：
■申込期限 ：

実  施  中

運動する機会が増え
て、町ぐるみ健診の結
果もバッチリでした。
また、ウォーキングを
通して友達と一緒に
おしゃべりしながら健
康づくりができて、毎
日が楽しいです。み
なさんもぜひ参加し
てください。

百万歩達成者数11人

（9月末現在）２,613人交付者数：

問地域包括支援センター　☎52-１１５２申問
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生活支援サポーター養成研修受講者募集10月は、がん検診受診率50％
達成に向けた集中キャンペーン月間
10月は、がん検診受診率50％
達成に向けた集中キャンペーン月間

食塩の摂りすぎに注意食塩の摂りすぎに注意

減塩のポイント

塩味に代わる味のアクセントを利用しましょう

外食

円心ウォーク百万歩運動円心ウォーク百万歩運動

モロげんきくん健康ポイント事業

上郡町モロげんきくん元気帳上郡町モロげんきくん元気帳

高齢化が進むなか、一人暮らしの人や高齢者世帯が増え、「話し相手」や「お手伝い」などを必
要とする人が増えています。研修を受講し、あれば助かる支え合い活動にあなたの力を発揮し
てみませんか。

11月30日（木）13時30分～16時30分
役場第２庁舎２階　大会議室
町内のボランティアに興味のある人
無料
電話申込
10月31日（火）17時まで

問 問保健センター　☎52-２１８８

問 問保健センター　☎52-２１８８

問 問保健センター　☎52-２１８８

問 問保健センター　☎52-２１８８

一千万歩達成者第１号

松重 雪子

白岩　彦司
三浦　孝栄
山本　守一

沖中　静之
久保　昌子
   ほか ６人

松重　雪子
髙橋　昌巖
福田　明美
武内　利夫
西山　正幸
松本　茂代
森下　教尚

寺内　正秋
塚本　忠希
横山　勝明
芦田　昌純
杉本　護
   ほか ４人

一千万歩達成者16人

健康でいきいきとした毎日を送るために、みなさんぜひ参加してください。
４月～９月末までの達成者を紹介します。（氏名公表承諾者のみ掲載）

参加方法など詳しい内容は保健センターまで問い合わせてください。

※元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、保健センターで発行します。
　元気帳の交換可能数は、年度内１人につき２冊までです。元気帳を活用して、健康づくり！

がんは、昭和56年より日本人の死因第1位です。平
成27年は年間約37万人が亡くなっています。がん
は、早期発見・早期治療により治る確率が高くなり、
死亡のリスクを軽減することができます。定期的に
がん検診を受診し、体の不調を感じたら、すぐに医
療機関を受診することが大切です。
また、検診を受けたら検診結果を必ず確認し、「要
精検」「要治療」を診断された時は、「私は大丈夫」
と過信せず、早期に医療機関を受診しましょう。

食塩のとりすぎは、高血圧をはじめとした生活習慣病のリスクを高めます。
また、濃い味付けによる食べすぎとなり肥満の原因となります。食事で減塩を心がけましょう。

●ラーメンやうどんの汁は残す
●ソース、しょう油はかけずにつける

旨味の利用
香辛料の利用
酸味の利用
香ばしさの利用
塩分と甘味は一緒に減らす
素材そのもののおいしさの利用

昆布、かつおぶし、煮干でとった天然だしの旨味は塩味をひきたてます

酢、レモン・ゆずなどの柑橘類、トマトなどのさわやかな酸味は、塩味にかわる味のアクセントになります
薄い味付けでも、焼きたて、揚げたての香ばしさでおいしく食べることができます
しょう油、塩を控えるとき、砂糖、みりんも一緒に減らすともの足りなさが軽減されます
新鮮な旬の食材は、香り、食感がよく調味料の使用量を減らすことができます

しょうが、にんにく、唐辛子、スパイス（こしょう等）、ハーブなどで、素材の味を引きたてます

家庭
●だしをしっかり効かせる
●おかず一品は、普通の味付けで

町内のがんによる死亡状況（平成28年）

※資料：平成28年死亡統計

性別死亡順位

男

１位
２位
３位

がん
心疾患
肺炎

１位
２位
３位

肺がん
胃がん
肝臓がん

肝臓がん
乳がん
胃がん

女 男 女

がん部位別死亡順位

一日の食塩摂取の目標量 女性　７ｇ未満男性　８ｇ未満 高血圧の人　６ｇ未満

■日　　時 ：
■場　　所 ：
■対 象 者 ：
■受 講 料 ：
■申込方法 ：
■申込期限 ：

実  施  中

運動する機会が増え
て、町ぐるみ健診の結
果もバッチリでした。
また、ウォーキングを
通して友達と一緒に
おしゃべりしながら健
康づくりができて、毎
日が楽しいです。み
なさんもぜひ参加し
てください。

百万歩達成者数11人

（9月末現在）２,613人交付者数：

問地域包括支援センター　☎52-１１５２申問
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対　　象 74歳以下の人で、健康診断の結果、
　　　    HbA1cが6.5以上の人、
　　　    またはHbA1cが6.0以上でeGFRが
　　　    60以下の人
定　　員 20人
参 加 料 900円
　　　    （糖尿病食品交換表は別途料金必要）
申込期限 10月27日(金)まで
　　　    ※定員になり次第締切
申込方法 電話予約

日　　時 11月２日(木) 13時30分から15時30分
場　　所 スポーツセンター 総合アリーナ
対 象 者 現在活動中の団体メンバー
　　　　 体操に興味のあるおおむね５人以上の新規グループ
内　　容 実践発表会、講師による講話・実技指導など
申込方法 活動中の団体メンバーは代表者を通じて申込み。
             それ以外のグループは、必ず事前に電話申込み。

NOし・め・じ教室(糖尿病重症化予防教室)平成30年成人のつどい

体力テスト＆レクリエーションフェスタ

あなたは糖尿病と言われたり、糖尿病治療をし
たりしていませんか？血糖が高い状態が長く続く
と、いろいろな合併症がでてきます。なかでも3
大合併症が、「神経(し)(神経障害)」、「眼(め)(糖
尿病性網膜症)」、「腎(じ)(慢性腎臓病)」で、頭文
字をとって「し・め・じ」と言われています。合併症
を予防し、健康に過ごすために、一歩踏み出して
みませんか。

いきいき百歳体操 全体交流会

保健センター　☎５２-２１８８申問

地域包括支援センター　☎５２-１１５２申問

内　　容 「赤松居館跡」の発掘と文献調査の進展を踏まえ、
　　　　 最新の成果の発表を行います。また、研究者が文献史学と
　　　　 考古学の双方の立場からわかりやすく講演、討議をします。
日　　時 11月18日（土）13時～16時30分
場　　所 生涯学習支援センター
定　　員 400人　参 加 料 無料

平成29年度兵庫県立歴史博物館ひょうご歴史文化フォーラム

発祥の地、赤松から考える
-赤松氏研究の新展開-

郷土資料館　☎５２-３７３７問

教育総務課 総務・文化財係　☎５２-２９１１問

教育総務課 体育係　☎５２-２９１１申問

10月31日(火) 
9時30分～
11時30分

「し・め・じ」を
知ろう(講話) 

11月21日(火)・
22日(水) 

11月24日(金) 
9時30分～13時

保健師・
管理栄養士による 
個別面接

実際のお食事から 
食品交換表を
知ろう！

保健センター 

生涯学習支援センター 

12月8日(金) 
9時30分～
11時30分

体を動かす
ワンポイント 保健センター 

12月21日(木) 
9時30分～13時

減塩で腎臓に
やさしいご飯 

1月25日(木) 
9時30分～13時 

バイキングで
適量を知ろう 

生涯学習支援センター

日時 内容 場所日　　時 1月7日(日) 10時30分～　(受付 10時～)　場　　所 生涯学習支援センター
内　　容 10時 受付開始/10時30分 アトラクション、式典 など/12時 歓談/13時 終了
対　　象 平成9年4月2日から平成10年4月1日生まれの町内在住または出身の人

日　　時 11月25日（土）９時～12時　場　　所 スポーツセンター 総合アリーナ・Ｂ＆Ｇアリーナ
内　　容 長座体前屈、上体起こし、握力など※スポーツ庁の「新体力テスト実施要項」に基づく
　　　　 レクリエーションスポーツ（ディスクゴルフ・ビーンボーリング・輪投げなど）体験コーナー
対　　象 体力測定：20～79歳の成年男女/レクリエーション体験：どなたでも可
参 加 料 無料　申込方法 11月19日（日）までにスポーツセンターに設置の申込用紙に記入し、提出してください。
持 ち 物 動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物

初心者のためのトレーニングジム体験講習会

※成人のつどいの開催日は、「成人の日」前日の日曜日になっています。

スポーツセンター　☎52-4433申問

教育総務課 体育係　☎５２-２９１１問 申

開 催 日 ①10月29日（日）／11月12日（日）／12月17日（日）／
                １月21日（日）・28日（日）／２月11日（日）・18日（日）／３月11日（日）
　　　　 ②11月28日（火）
時　　間 ①10時～11時 ②13時～14時
開催場所 スポーツセンタートレーニングルーム
内　　容 トレーニング器具の使用方法、トレーニング方法
対　　象 町内在住の18歳以上の人（トレーニングジム初心者）
参 加 料 無料　定　　員 各回10人　申込方法 希望開催日前日までに下記へ電話予約
持 ち 物 動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物
 

第52回 上郡町民
ロードレース大会
日　　時 12月23日（土･祝）９時～（小雨決行）
場　　所 スポーツセンター周辺
参 加 料 100円／人（親子は１組100円）当日徴収
申込方法 11月中頃からスポーツセンターに
　　　　 設置の申込用紙に記入し、
　　　　 提出してください。
注　　意 ・高校生以下は保護者の承諾が
　　　　　必要になります。
             ・9～21部の町外参加者は
　　　　  オープン参加となります。
申込期限 12月10日（日）17時

小学２年生男子11部

小学2年生女子12部

小学３年生男子13部

小学３年生女子14部

小学４年生男子15部

小学４年生女子16部

小学５年生男子17部

小学５年生女子18部

小学６年生男子19部

小学６年生女子20部

1.5㎞

親子21部 １㎞

種目部門 距離

高校生以上男子1部

30歳以上男子2部

中学生男子3部

高校生以上男子4部

30歳以上男子5部

中学生男子6部

中学・高校生以上女子7部

30歳以上女子8部

小学１年生男子9部

小学１年生女子10部

3㎞

1.5㎞

5㎞

種目部門 距離

介護が必要となる原因の多くが『足腰の衰え』『転倒・骨折』です。
この体操は、自分に合った重りをつけ、椅子に座ってゆっくり手足を動かす体操で、
どなたでも取り組みやすい体操です。

赤松円心像
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対　　象 74歳以下の人で、健康診断の結果、
　　　    HbA1cが6.5以上の人、
　　　    またはHbA1cが6.0以上でeGFRが
　　　    60以下の人
定　　員 20人
参 加 料 900円
　　　    （糖尿病食品交換表は別途料金必要）
申込期限 10月27日(金)まで
　　　    ※定員になり次第締切
申込方法 電話予約

日　　時 11月２日(木) 13時30分から15時30分
場　　所 スポーツセンター 総合アリーナ
対 象 者 現在活動中の団体メンバー
　　　　 体操に興味のあるおおむね５人以上の新規グループ
内　　容 実践発表会、講師による講話・実技指導など
申込方法 活動中の団体メンバーは代表者を通じて申込み。
             それ以外のグループは、必ず事前に電話申込み。

NOし・め・じ教室(糖尿病重症化予防教室)平成30年成人のつどい

体力テスト＆レクリエーションフェスタ

あなたは糖尿病と言われたり、糖尿病治療をし
たりしていませんか？血糖が高い状態が長く続く
と、いろいろな合併症がでてきます。なかでも3
大合併症が、「神経(し)(神経障害)」、「眼(め)(糖
尿病性網膜症)」、「腎(じ)(慢性腎臓病)」で、頭文
字をとって「し・め・じ」と言われています。合併症
を予防し、健康に過ごすために、一歩踏み出して
みませんか。

いきいき百歳体操 全体交流会

保健センター　☎５２-２１８８申問

地域包括支援センター　☎５２-１１５２申問

内　　容 「赤松居館跡」の発掘と文献調査の進展を踏まえ、
　　　　 最新の成果の発表を行います。また、研究者が文献史学と
　　　　 考古学の双方の立場からわかりやすく講演、討議をします。
日　　時 11月18日（土）13時～16時30分
場　　所 生涯学習支援センター
定　　員 400人　参 加 料 無料

平成29年度兵庫県立歴史博物館ひょうご歴史文化フォーラム

発祥の地、赤松から考える
-赤松氏研究の新展開-

郷土資料館　☎５２-３７３７問

教育総務課 総務・文化財係　☎５２-２９１１問

教育総務課 体育係　☎５２-２９１１申問

10月31日(火) 
9時30分～
11時30分

「し・め・じ」を
知ろう(講話) 

11月21日(火)・
22日(水) 

11月24日(金) 
9時30分～13時

保健師・
管理栄養士による 
個別面接

実際のお食事から 
食品交換表を
知ろう！

保健センター 

生涯学習支援センター 

12月8日(金) 
9時30分～
11時30分

体を動かす
ワンポイント 保健センター 

12月21日(木) 
9時30分～13時

減塩で腎臓に
やさしいご飯 

1月25日(木) 
9時30分～13時 

バイキングで
適量を知ろう 

生涯学習支援センター

日時 内容 場所日　　時 1月7日(日) 10時30分～　(受付 10時～)　場　　所 生涯学習支援センター
内　　容 10時 受付開始/10時30分 アトラクション、式典 など/12時 歓談/13時 終了
対　　象 平成9年4月2日から平成10年4月1日生まれの町内在住または出身の人

日　　時 11月25日（土）９時～12時　場　　所 スポーツセンター 総合アリーナ・Ｂ＆Ｇアリーナ
内　　容 長座体前屈、上体起こし、握力など※スポーツ庁の「新体力テスト実施要項」に基づく
　　　　 レクリエーションスポーツ（ディスクゴルフ・ビーンボーリング・輪投げなど）体験コーナー
対　　象 体力測定：20～79歳の成年男女/レクリエーション体験：どなたでも可
参 加 料 無料　申込方法 11月19日（日）までにスポーツセンターに設置の申込用紙に記入し、提出してください。
持 ち 物 動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物

初心者のためのトレーニングジム体験講習会

※成人のつどいの開催日は、「成人の日」前日の日曜日になっています。

スポーツセンター　☎52-4433申問

教育総務課 体育係　☎５２-２９１１問 申

開 催 日 ①10月29日（日）／11月12日（日）／12月17日（日）／
                １月21日（日）・28日（日）／２月11日（日）・18日（日）／３月11日（日）
　　　　 ②11月28日（火）
時　　間 ①10時～11時 ②13時～14時
開催場所 スポーツセンタートレーニングルーム
内　　容 トレーニング器具の使用方法、トレーニング方法
対　　象 町内在住の18歳以上の人（トレーニングジム初心者）
参 加 料 無料　定　　員 各回10人　申込方法 希望開催日前日までに下記へ電話予約
持 ち 物 動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物
 

第52回 上郡町民
ロードレース大会
日　　時 12月23日（土･祝）９時～（小雨決行）
場　　所 スポーツセンター周辺
参 加 料 100円／人（親子は１組100円）当日徴収
申込方法 11月中頃からスポーツセンターに
　　　　 設置の申込用紙に記入し、
　　　　 提出してください。
注　　意 ・高校生以下は保護者の承諾が
　　　　　必要になります。
             ・9～21部の町外参加者は
　　　　  オープン参加となります。
申込期限 12月10日（日）17時

小学２年生男子11部

小学2年生女子12部

小学３年生男子13部

小学３年生女子14部

小学４年生男子15部

小学４年生女子16部

小学５年生男子17部

小学５年生女子18部

小学６年生男子19部

小学６年生女子20部

1.5㎞

親子21部 １㎞

種目部門 距離

高校生以上男子1部

30歳以上男子2部

中学生男子3部

高校生以上男子4部

30歳以上男子5部

中学生男子6部

中学・高校生以上女子7部

30歳以上女子8部

小学１年生男子9部

小学１年生女子10部

3㎞

1.5㎞

5㎞

種目部門 距離

介護が必要となる原因の多くが『足腰の衰え』『転倒・骨折』です。
この体操は、自分に合った重りをつけ、椅子に座ってゆっくり手足を動かす体操で、
どなたでも取り組みやすい体操です。

赤松円心像
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子
団
体
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（
兵
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Ａ
）
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武
・

爲
本
江
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女
子
団
体
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・
北
村
心
暖
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子
個

人
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馬
島
沙
英
・
北
村
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暖
ペ
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第
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回
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小
学
生
選
手
権
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フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　   

７
月
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日
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男
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シ
ン
グ
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ス
一
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元
信
一
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男
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日
出
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信
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シ
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ル
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一
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文
彦
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河
合
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信
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▼
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子
シ
ン

グ
ル
ス
一
部
①
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松
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子
②
三
宅
美
智
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③
三
木
正
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、永
峰
ユ
キ
▼
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
二
部
①
久
須
と
き
子
②
清
水
千
明

③
田
中
定
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、小
河
多
津
子
▼
混
合
ダ
ブ

ル
ス
一
部
①
河
合
・
丸
尾
組
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内
方
・
植
田
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幸
長
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ブ
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ス
二
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川
・
三
木
組
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藤

本
・
永
峰
組
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松
尾
・
清
水
組
、中
塚
・
下

里
組

①
木
村
幸
雄
②
尾
崎
繁
③
森
下
教
尚

有
年
・
上
郡
高
大
グ
ラ
ウ
ン
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ゴ
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フ

交
流
大
会
　
　
　
　
　
　   

８
月
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日

①
山
野
里
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立
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丸
尾
雅
明
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松
本
米
子
・
山
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朝
夫
・
大
地
猛
）②
梨
ケ
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正
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③
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）
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第
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２７
日

【
小
学
生
男
子
（
高
学
年
）
】①
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ア

第
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回
備
前
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大
会
　
　
　
　
　
　
　
　   

７
月
１６
日

①
Ｂ
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ー
ム（
竹
内
亀
代
・
植
村
武
則
・
岡

本
茂
子
）②
Ｄ
チ
ー
ム（
西
川
登
・
山
内
澄

子
・
長
谷
八
千
代
）③
Ｆ
チ
ー
ム（
石
田
泰

一・
竹
内
喜
之
・
田
中
誌
奈
子
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
船
坂

ツ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　  

７
月
２６
日

①
佐
用
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
ジ
ュ
ニ
ア
②
上
郡
高

嶺
少
年
野
球
部

第
２４
回
播
但
選
抜
軟
式
野
球

学
童
支
部
大
会
　
　
　  

７
月
29
・
30
日

上
郡
町
民（
夏
季
）卓
球
大
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

８
月
１３
日

上スポ上スポ

<

囲
碁
の
部>

■
Ａ
級（
二
段
以
上
の
部
）

　
　
優
　
勝
　
中
山
栄
治
　
　
二
段

　
　
準
優
勝
　
藤
中
忠
　
　
　
三
段

　
　
第
三
位
　
長
谷
川
重
幸
　
四
段

■
Ｂ
級（
初
段
以
下
の
部
）

　
　
優
　
勝
　
六
鹿
担
山
　
　
初
段

　
　
準
優
勝
　
西
橋
昭
三
　
　
一
級

　
　
第
三
位
　
三
宅
郁
雄
　
　
初
段

<

将
棋
の
部>

　
　
優
　
勝
　
神
原
東
　
　
　
一
級

　
　
準
優
勝
　
見
掛
章
　
　
　
五
段

　
　
第
三
位
　
和
田
学
士
　
　
初
段

第
58
回
町
長
杯
争
奪

囲
碁
・
将
棋
大
会
　
結
果

　
　
　
　
　
　
　 

9
月
９
日（
土
）

募
　
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　   

建
設
課
　
ま
ち
づ
く
り
係

　
　
　
　
　
　  

☎
５
２・
１
１
１
７

問
申

資
格
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な

実
績
を
修
め
、学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

受
付
期
間
11
月
１
日（
水
）〜
12
月
１
日（
金
）

試
験
日
１
月
６
日（
土
）〜
８
日（
月
祝
）の

う
ち
１
日

資
格 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
い
ま
す
。

試
験
日 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相
　
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
移
動
雇
用
相
談

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
い
お
い
」
よ
り
専
門
の

相
談
員
を
招
き
、移
動
雇
用
相
談
を
実
施
し

ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

日
時
10
月
18
日（
水
）、11
月
15
日（
水
）

両
日
と
も
13
時
30
分
〜

場
所
役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

内
容
就
職
の
情
報
提
供
、紹
介
な
ど

定
員
５
人

　   
産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    
　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

里
親
募
集

　
10
月
は
里
親
制
度
の
普
及
、啓
発
を
推
進

す
る「
里
親
月
間
」で
す
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
達
が
い
ま
す
。
子
ど
も
達
を
、

自
ら
の
家
庭
に
迎
え
て
、温
か
い
愛
情
と
正

し
い
理
解
を
も
っ
て
育
て
る「
里
親
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

建
物
構
造 

Ｒ
Ｃ
造
８
階
建

所
在
地 

山
野
里
２
３
６
４
番
地
１

■
６
０
３
号
・
８
０
３
号（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額  

５
８
，０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

■
６
０
１
号
・
８
０
１
号（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額 

６
２
，０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

申
込
期
間 

先
着
順

申
込
条
件
や
書
類
な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

ハ
イ
ツ
カ
メ
リ
ア

自
衛
官
の
募
集

■
自
衛
官
候
補
生

資
格
大
学
の
理
学
部
、工
学
部
の
３・
４
年
次

ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）

修
士
課
程
在
学（
正
規
の
修
業
年
限
を
終
わ

る
年
の
４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満（
大
学

院
修
士
課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満
））

受
付
期
間
11
月
１
日（
水
）〜
１
月
９
日（
火
）

試
験
日 

１
月
27
日（
土
）

■
貸
費
学
生

資
格 

男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
人

受
付
期
間 

11
月
１
日（
水
）〜
１
月
９
日（
火
）

試
験
日 

１
次
：
１
月
20
日（
土
）２
次
：
２

月
１
日（
木
）〜
４
日（
日
）の
う
ち
1
日

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

　   

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
　

相
生
地
域
事
務
所
☎
２
３・
２
７
５
０

問
申

　
兵
庫
県
姫
路
こ
ど
も

　
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
９・
２
９
７・
１
２
６
１

問

若
者
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談

　
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
方
を
対

象
に
「
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
相
談
員
が
職
業
選
択
に
関
す
る
活
動

や
心
構
え
の
支
援
、ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

相
談
日
11
月
21
日（
火
）

相
談
時
間
①
10
時
〜
②
11
時
〜
③
12
時
〜

場
所
役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

　   

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

こ
こ
ろ
の
ほ
っ
と
相
談

 

人
間
関
係
や
育
児
、家
族
関
係
、健
康
、仕

事
な
ど
、ど
の
よ
う
な
悩
み
で
も
相
談
で
き

ま
す
。相
談
支
援
専
門
員
に
よ
る
個
別
相
談

で
、家
族
な
ど
周
囲
の
人
の
み
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日
11
月
13
日（
月
）

申
込
期
限
11
月
10
日（
金
）事
前
予
約
制

相
談
時
間
①
13
時
30
分
〜
②
14
時
30
分
〜

③
15
時
30
分
〜

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
16
歳
以
上

料
金
無
料

　   

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
２
１
８
８

問
申

議会事務局
企画政策課
総務課（代表） 
税務課
住民課
・にしはりま環境事務組合
  　　
健康福祉課  
・障害者支援センター 
・訪問看護ステーション 
・保健センター  
・国保介護支援室
・地域包括支援センター 
産業振興課  
・観光案内所  
農業委員会  
建設課   
上下水道課［與井380番地］
・上水道係  
・下水道係  
会計課   
〔教育委員会〕
教育総務課  
・生涯学習支援センター 
・つばき会館
・郷土資料館  
・スポーツセンター 
・学校給食センター 
教育推進課  
・青少年育成センター
・子育て学習センター 
社会福祉協議会  

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番0791）

☎52-3512
☎52-1112
☎52-1111
☎52-1113
☎52-1115

☎0790-79-8550
☎52-1114
☎57-2233
☎52-2400
☎52-2188
☎52-1152
☎52-1152
☎52-1116
☎52-6959
☎52-1116
☎52-1117

☎52-0097
☎52-1119
☎52-1120

☎52-2911
☎52-1125
☎52-1125
☎52-3737
☎52-4433
☎57-3633
☎52-2912
☎52-5500
☎52-6181
☎52-2910

役場各課への

お電話は直通番号
を

ご利用ください

6
広報 かみごおり 10月号 19 広報 かみごおり 10月号 18

情報ステーション スポーツニュース

ま
ち
の
話
題

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談



ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

【
男
子
団
体
】①
（
兵
庫
Ａ
）
髙
田
歩
武
・

爲
本
江
馬
ペ
ア【
女
子
団
体
】①
（
兵
庫

Ａ
）馬
島
沙
英
・
北
村
心
暖
ペ
ア【
女
子
個

人
】①
馬
島
沙
英
・
北
村
心
暖
ペ
ア

第
２５
回
近
畿
小
学
生
選
手
権

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　   

７
月
８・
９
日

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
部
①
坂
元
信
一
②
西

川
辰
男
③
中
塚
日
出
夫
、松
尾
信
宏
▼
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
二
部
①
隠
岐
健
一
②
橿
本

文
彦
③
河
合
一
成
、幸
長
信
之
▼
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
一
部
①
高
松
順
子
②
三
宅
美
智
子

③
三
木
正
子
、永
峰
ユ
キ
▼
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
二
部
①
久
須
と
き
子
②
清
水
千
明

③
田
中
定
子
、小
河
多
津
子
▼
混
合
ダ
ブ

ル
ス
一
部
①
河
合
・
丸
尾
組
②
内
方
・
植
田

組
③
幸
長
・
高
松
組
、坂
元
・
角
南
組
▼
混

合
ダ
ブ
ル
ス
二
部
①
西
川
・
三
木
組
②
藤

本
・
永
峰
組
③
松
尾
・
清
水
組
、中
塚
・
下

里
組

①
木
村
幸
雄
②
尾
崎
繁
③
森
下
教
尚

有
年
・
上
郡
高
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
　
　
　
　
　
　   

８
月
１６
日

①
山
野
里
Ａ（
立
川
ツ
ヤ
コ・
丸
尾
雅
明
・

松
本
米
子
・
山
下
朝
夫
・
大
地
猛
）②
梨
ケ

原（
保
村
正
孝
・
長
尾
洋
子
・
円
見
幸
子
・

金
谷
定
女
・
長
尾
泰
子
）
③
竹
万
（
山
本

啓
市
・
久
保
英
男
・
田
渕
武
弘
・
仲
田
克

己
・
三
浦
利
之
）

第
３
回
ツ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

８
月
１８
日

第
５
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会
大
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

８
月
２０
日

①
高
田
チ
ー
ム
②
川
原
チ
ー
ム

▼
１
ｋ
ｍ
６０
歳
以
上 

男
子
の
部
③
溝
口
茂

▼
３
．２
ｋ
ｍ
高
校
〜
３９
歳 

女
子
の
部
③
濱

田
凜

①
木
村
チ
ー
ム（
木
村
幸
雄
・
東
雲
紅
風
・

横
山
重
信
・
大
山
香
由
子
・
辻
久
子
・
久
保

田
和
子
）②
横
山
チ
ー
ム（
横
山
昭
清
・
浜

崎
久
美
子
・
三
井
美
和
子
・
高
尾
民
子
・
福

井
麗
子
・
木
村
公
子
）③
大
山
チ
ー
ム（
大

山
昌
之
・
三
井
一
義
・
久
保
敬
文
・
辻
久
夫
・

東
雲
佳
子
・
野
村
ト
シ
エ
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
赤
松
囲
碁
ボ
ー
ル

大
会
　
　
　
　
　
　  

　
　 

８
月
２３
日

▼一
部 

男
子
①
山
下
明

※
第
５５
回
近
畿
視
覚
障
害
者
卓
球
大
会

（
１１
月
１２
日
）出
場
決
定

第
６
回
の
じ
ぎ
く
杯
サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
大
会 

　
　
８
月
２５
日

第
１１
回
ひ
め
じ
家
島
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
イ
ミ
ン
グ
大
会
　
　  

８
月
２６･

２７
日

【
小
学
生
男
子
（
高
学
年
）
】①
垣
内
友

志
・
三
浦
悠
希
ペ
ア
②
山
本
泰
生
・
前
川
稜

堅
ペ
ア【
小
学
生
男
子（
四
年
生
以
下
）
】

③
岸
田
瑛
稀
・
大
鳥
琉
稀
ペ
ア

第
２１
回
備
前
市
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
　
　
　
　
　
　
　
　   

７
月
１６
日

①
Ｂ
チ
ー
ム（
竹
内
亀
代
・
植
村
武
則
・
岡

本
茂
子
）②
Ｄ
チ
ー
ム（
西
川
登
・
山
内
澄

子
・
長
谷
八
千
代
）③
Ｆ
チ
ー
ム（
石
田
泰

一・
竹
内
喜
之
・
田
中
誌
奈
子
）

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
船
坂

ツ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　  

７
月
２６
日

①
佐
用
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
ジ
ュ
ニ
ア
②
上
郡
高

嶺
少
年
野
球
部

第
２４
回
播
但
選
抜
軟
式
野
球

学
童
支
部
大
会
　
　
　  

７
月
29
・
30
日

上
郡
町
民（
夏
季
）卓
球
大
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

８
月
１３
日

上スポ上スポ

<

囲
碁
の
部>

■
Ａ
級（
二
段
以
上
の
部
）

　
　
優
　
勝
　
中
山
栄
治
　
　
二
段

　
　
準
優
勝
　
藤
中
忠
　
　
　
三
段

　
　
第
三
位
　
長
谷
川
重
幸
　
四
段

■
Ｂ
級（
初
段
以
下
の
部
）

　
　
優
　
勝
　
六
鹿
担
山
　
　
初
段

　
　
準
優
勝
　
西
橋
昭
三
　
　
一
級

　
　
第
三
位
　
三
宅
郁
雄
　
　
初
段

<

将
棋
の
部>

　
　
優
　
勝
　
神
原
東
　
　
　
一
級

　
　
準
優
勝
　
見
掛
章
　
　
　
五
段

　
　
第
三
位
　
和
田
学
士
　
　
初
段

第
58
回
町
長
杯
争
奪

囲
碁
・
将
棋
大
会
　
結
果

　
　
　
　
　
　
　 

9
月
９
日（
土
）

募
　
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　   

建
設
課
　
ま
ち
づ
く
り
係

　
　
　
　
　
　  

☎
５
２・
１
１
１
７

問
申

資
格
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な

実
績
を
修
め
、学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

受
付
期
間
11
月
１
日（
水
）〜
12
月
１
日（
金
）

試
験
日
１
月
６
日（
土
）〜
８
日（
月
祝
）の

う
ち
１
日

資
格 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
い
ま
す
。

試
験
日 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

相
　
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
移
動
雇
用
相
談

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
い
お
い
」
よ
り
専
門
の

相
談
員
を
招
き
、移
動
雇
用
相
談
を
実
施
し

ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

日
時
10
月
18
日（
水
）、11
月
15
日（
水
）

両
日
と
も
13
時
30
分
〜

場
所
役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

内
容
就
職
の
情
報
提
供
、紹
介
な
ど

定
員
５
人

　   

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

里
親
募
集

　
10
月
は
里
親
制
度
の
普
及
、啓
発
を
推
進

す
る「
里
親
月
間
」で
す
。

　
私
た
ち
の
身
近
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
達
が
い
ま
す
。
子
ど
も
達
を
、

自
ら
の
家
庭
に
迎
え
て
、温
か
い
愛
情
と
正

し
い
理
解
を
も
っ
て
育
て
る「
里
親
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

建
物
構
造 

Ｒ
Ｃ
造
８
階
建

所
在
地 

山
野
里
２
３
６
４
番
地
１

■
６
０
３
号
・
８
０
３
号（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額  

５
８
，０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

■
６
０
１
号
・
８
０
１
号（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額 

６
２
，０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

申
込
期
間 

先
着
順

申
込
条
件
や
書
類
な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

ハ
イ
ツ
カ
メ
リ
ア

自
衛
官
の
募
集

■
自
衛
官
候
補
生

資
格
大
学
の
理
学
部
、工
学
部
の
３・
４
年
次

ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）

修
士
課
程
在
学（
正
規
の
修
業
年
限
を
終
わ

る
年
の
４
月
１
日
現
在
で
26
歳
未
満（
大
学

院
修
士
課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満
））

受
付
期
間
11
月
１
日（
水
）〜
１
月
９
日（
火
）

試
験
日 

１
月
27
日（
土
）

■
貸
費
学
生

資
格 

男
子
で
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
人

受
付
期
間 

11
月
１
日（
水
）〜
１
月
９
日（
火
）

試
験
日 

１
次
：
１
月
20
日（
土
）２
次
：
２

月
１
日（
木
）〜
４
日（
日
）の
う
ち
1
日

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

　   

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
　

相
生
地
域
事
務
所
☎
２
３・
２
７
５
０

問
申

　
兵
庫
県
姫
路
こ
ど
も

　
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
９・
２
９
７・
１
２
６
１

問

若
者
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談

　
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
方
を
対

象
に
「
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
相
談
員
が
職
業
選
択
に
関
す
る
活
動

や
心
構
え
の
支
援
、ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

相
談
日
11
月
21
日（
火
）

相
談
時
間
①
10
時
〜
②
11
時
〜
③
12
時
〜

場
所
役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

　   

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

こ
こ
ろ
の
ほ
っ
と
相
談

 

人
間
関
係
や
育
児
、家
族
関
係
、健
康
、仕

事
な
ど
、ど
の
よ
う
な
悩
み
で
も
相
談
で
き

ま
す
。相
談
支
援
専
門
員
に
よ
る
個
別
相
談

で
、家
族
な
ど
周
囲
の
人
の
み
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日
11
月
13
日（
月
）

申
込
期
限
11
月
10
日（
金
）事
前
予
約
制

相
談
時
間
①
13
時
30
分
〜
②
14
時
30
分
〜

③
15
時
30
分
〜

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
16
歳
以
上

料
金
無
料

　   

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
２
１
８
８

問
申

議会事務局
企画政策課
総務課（代表） 
税務課
住民課
・にしはりま環境事務組合
  　　
健康福祉課  
・障害者支援センター 
・訪問看護ステーション 
・保健センター  
・国保介護支援室
・地域包括支援センター 
産業振興課  
・観光案内所  
農業委員会  
建設課   
上下水道課［與井380番地］
・上水道係  
・下水道係  
会計課   
〔教育委員会〕
教育総務課  
・生涯学習支援センター 
・つばき会館
・郷土資料館  
・スポーツセンター 
・学校給食センター 
教育推進課  
・青少年育成センター
・子育て学習センター 
社会福祉協議会  

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番0791）

☎52-3512
☎52-1112
☎52-1111
☎52-1113
☎52-1115

☎0790-79-8550
☎52-1114
☎57-2233
☎52-2400
☎52-2188
☎52-1152
☎52-1152
☎52-1116
☎52-6959
☎52-1116
☎52-1117

☎52-0097
☎52-1119
☎52-1120

☎52-2911
☎52-1125
☎52-1125
☎52-3737
☎52-4433
☎57-3633
☎52-2912
☎52-5500
☎52-6181
☎52-2910

役場各課への

お電話は直通番号
を

ご利用ください

6
広報 かみごおり 10月号 19 広報 かみごおり 10月号 18

情報ステーション スポーツニュース

ま
ち
の
話
題

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談



行
政
相
談
週
間

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

   

総
務
課
　
総
務
係

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
１
１

問

   

税
務
課
　
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
１
３

問

   

産
業
振
興
課
　
土
地
改
良
係

　
　
　
　
　
　  

☎
５
２・
１
１
１
６

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

●
役
場
玄
関
ホ
ー
ル

 

日
時  

10
月
31
日（
火
）

　
　
　
10
時
〜
11
時
45
分

　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

●
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
上
郡
南
店

 

日
時  

11
月
19
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
11
時
45
分

　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

※
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
薬
を
飲
ん

で
い
る
人
で
も
献
血
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問

   

兵
庫
県
労
働
局
　
労
働
基
準
部
　

　
賃
金
課

　
　 

☎
０
７
８・
３
６
７・
９
１
５
４

問

   

西
播
磨
県
民
局
県
民
交
流
室

　
　
　
　
　
　 

☎
５
８・
２
３
４
１

問

   

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
☎
０
７
８・
３
９
２・
１
８
２
１

問 　
10
月
16
日
（
月
）〜
22
日
（
日
）
ま
で
行
政

相
談
週
間
で
す
。総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
員
が
行
政
に
関
す
る
意
見
や
要

望
、苦
情
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
そ
し

て
、相
談
の
解
決
や
実
現
に
努
め
、皆
さ
ん
の

声
を
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
ま
す
。今

年
度
は
12
月
と
２
月
に
も
開
催
し
ま
す
。

開
催
日 

10
月
18
日（
水
）、12
月
20
日（
水
）、

２
月
21
日（
水
）

時
間 

10
時
〜
12
時

場
所 

役
場
３
階
３
０
１
会
議
室

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。 

日
時 

①
11
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）８
時

30
分
〜
19
時

②
11
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
10
時
〜
17

時相
談
番
号 

０
５
７
０・
０
７
０・
８
１
０

相
談
担
当
者 

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

兵
庫
県
最
低
賃
金 

時
間
額
８
４
４
円

効
力
発
生
日 

10
月
１
日（
日
）

　
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

軍
人
恩
給
等
援
護
制
度
相
談
会

   

兵
庫
県
生
活
支
援
課
恩
給
援
護
班

　
　
☎
０
７
８・
３
６
２・
３
５
０
１

問

対
象
者
①
旧
軍
人
で
、実
際
に
軍
人
と
し
て

の
在
職
期
間
が
３
年
以
上
の
人
ま
た
は
そ
の

遺
族
②
軍
人
と
し
て
の
期
間
中
に
公
務
ま
た

は
勤
務
関
連
な
ど
に
よ
り
傷
病
を
受
け
、現
在

も
こ
れ
ら
の
傷
病
に
よ
る
後
遺
症
の
あ
る
人

③
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
軍
人
と

し
て
の
期
間
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
遺
族
④

戦
没
者
の
遺
族

日
時 

11
月
２
日（
木
）14
時
〜
16
時

※
予
約
不
要

場
所 

姫
路
市
市
民
会
館
第
１
教
室

※
今
回
の
相
談
会
は
制
度
の
変
更
に
伴
う
も

の
で
な
い
た
め
、現
在
受
給
中
の
人
に
つ
い

て
再
度
、申
請
手
続
き
を
求
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　   
教
育
総
務
課
　
総
務
・
文
化
財
係

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
２
９
１
１

問
申

　   

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
５
２

問
申

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

　
再
就
職
や
起
業
、地
域
活
動
な
ど
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
め
ざ
す
女
性
や
、今
後
の
働

き
方
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
た
い

女
性
を
対
象
に
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

資
格
や
支
援
に
つ
な
が
る
豊
富
な
経
験
を
持

つ
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
の
一
時

保
育
も
あ
り
ま
す
。

日
時
12
月
７
日
（
木
）①
11
時
〜
②
13
時
〜

③
14
時
〜
※
一
人
約
50
分

場
所 

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
員
特
定
社
会
保
険
労
務
士
　
西
本
恭

子 
氏

申
込
期
限 

11
月
30
日（
木
）

介
護
者
の
つ
ど
い

日
時 

11
月
13
日（
月
）10
時
〜
11
時
30
分

場
所 

船
坂
サ
ロ
ン（
旧
船
坂
幼
稚
園
）

内
容 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参
加
料 

4
０
０
円（
食
事
代
）

対
象
者
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人

申
込
期
限 

11
月
１
日（
水
）

※
詳
し
い
内
容
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
の
祭
典

「
西
播
磨
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

内
容 

女
優
の
大
湖
せ
し
る
さ
ん
の
ト
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
、ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プC

o
o
l
e
y

 

H
i
g
h
 
H
a
r
m
o
n
y

（
ク
ー
リ
ー
ハ
イ

ハ
ー
モ
ニ
ー
）の
ラ
イ
ブ
、他
に
も
ダ
ン
ス
、演

奏
、伝
統
芸
能
な
ど
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
演
じ
ら

れ
ま
す
。ご
当
地
グ
ル
メ
、熱
気
球
体
験
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
10
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）
10
時
30

分
〜
16
時
30
分（
２
日
目
16
時
ま
で
）

場
所 

播
磨
科
学
公
園
都
市
芝
生
広
場
、播
磨

高
原
東
小
学
校
、西
播
磨
総
合
庁
舎
お
よ
び

増
設
サ
ッ
カ
ー
場
ほ
か

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

　
個
人
住
民
税
は
、町
民
税
と
県
民
税
を
あ

わ
せ
た
税
で
す
。 

　
給
与
所
得
者
と
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者

は
、給
与
や
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

さ
れ
、そ
れ
以
外
の
人
は
、町
が
送
付
す
る
納

付
書
で
、年
４
回
（
原
則
）に
分
け
て
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
で
納
め
て
い
る
人
の
第
３
期
分
の

納
期
限
は
、10
月
31
日（
火
）で
す
。

納
付
場
所 

金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア（
30
万
円
以
下
の
み
）、役
場
会
計
課

※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。手
続
き
が
で
き
る
場
所
は
、役
場

税
務
課
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
で
す
。

お
知
ら
せ

個
人
住
民
税
納
期
限
は
10
月
31
日

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

   

建
設
課
　
ま
ち
づ
く
り
係

　
　
　
　
　 

　 

☎
５
２・
１
１
１
７

問 　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
た
と
き

に
、契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２

週
間
以
内
に
町
を
経
由
し
て
知
事
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
：
２
千
㎡
以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
：
５

千
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
：
１
万
㎡
以
上

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
10
月
は
美
し
い
た
め
池
を
守
り
育
て
る

運
動
実
施
期
間
で
す
。
草
刈
り
や
清
掃
な

ど
、た
め
池
の
管
理
は
、地
元
の
農
家
の
人
た

ち
が
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、周
辺
の
都
市

化
や
農
家
の
人
た
ち
の
高
齢
化
で
十
分
な
管

理
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

汚
れ
た
排
水
の
流
入
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

で
、美
し
い
姿
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
た
め
池
の
自
然
環
境
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
め
池
の
役
割 

①
地
域
を
支
え
る
農
業
用

水
源
②
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
防
止
や
災

害
時
の
水
源
③
水
辺
の
動
植
物
な
ど
の
生
態

系
保
全

た
め
池
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
開
票
日 

10
月
22
日（
日
）

投
票
時
間 

７
時
〜
20
時

期
日
前
投
票 

実
施
中
〜
10
月
21
日（
土
）

８
時
30
分
〜
20
時

皆
さ
ん
揃
っ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

【
投
開
票
所
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
】

●
第
３
投
票
区
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら

竹
万
公
民
館
へ

●
開
票
所
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

   

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
１
１

問
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ス
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ス
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シ
ョ
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書
・
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行
政
相
談
週
間

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

   

総
務
課
　
総
務
係

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
１
１

問

   

税
務
課
　
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
１
３

問

   

産
業
振
興
課
　
土
地
改
良
係

　
　
　
　
　
　  

☎
５
２・
１
１
１
６

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

●
役
場
玄
関
ホ
ー
ル

 

日
時  

10
月
31
日（
火
）

　
　
　
10
時
〜
11
時
45
分

　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

●
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
上
郡
南
店

 

日
時  
11
月
19
日（
日
）

　
　
　
10
時
〜
11
時
45
分

　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

※
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
薬
を
飲
ん

で
い
る
人
で
も
献
血
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問

   

兵
庫
県
労
働
局
　
労
働
基
準
部
　

　
賃
金
課

　
　 

☎
０
７
８・
３
６
７・
９
１
５
４

問

   

西
播
磨
県
民
局
県
民
交
流
室

　
　
　
　
　
　 

☎
５
８・
２
３
４
１

問

   

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
☎
０
７
８・
３
９
２・
１
８
２
１

問 　
10
月
16
日
（
月
）〜
22
日
（
日
）
ま
で
行
政

相
談
週
間
で
す
。総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
行
政
相
談
員
が
行
政
に
関
す
る
意
見
や
要

望
、苦
情
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
そ
し

て
、相
談
の
解
決
や
実
現
に
努
め
、皆
さ
ん
の

声
を
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
ま
す
。今

年
度
は
12
月
と
２
月
に
も
開
催
し
ま
す
。

開
催
日 

10
月
18
日（
水
）、12
月
20
日（
水
）、

２
月
21
日（
水
）

時
間 

10
時
〜
12
時

場
所 

役
場
３
階
３
０
１
会
議
室

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。 

日
時 

①
11
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）８
時

30
分
〜
19
時

②
11
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
10
時
〜
17

時相
談
番
号 

０
５
７
０・
０
７
０・
８
１
０

相
談
担
当
者 

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

兵
庫
県
最
低
賃
金 

時
間
額
８
４
４
円

効
力
発
生
日 

10
月
１
日（
日
）

　
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

軍
人
恩
給
等
援
護
制
度
相
談
会

   

兵
庫
県
生
活
支
援
課
恩
給
援
護
班

　
　
☎
０
７
８・
３
６
２・
３
５
０
１

問

対
象
者
①
旧
軍
人
で
、実
際
に
軍
人
と
し
て

の
在
職
期
間
が
３
年
以
上
の
人
ま
た
は
そ
の

遺
族
②
軍
人
と
し
て
の
期
間
中
に
公
務
ま
た

は
勤
務
関
連
な
ど
に
よ
り
傷
病
を
受
け
、現
在

も
こ
れ
ら
の
傷
病
に
よ
る
後
遺
症
の
あ
る
人

③
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
軍
人
と

し
て
の
期
間
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
遺
族
④

戦
没
者
の
遺
族

日
時 

11
月
２
日（
木
）14
時
〜
16
時

※
予
約
不
要

場
所 

姫
路
市
市
民
会
館
第
１
教
室

※
今
回
の
相
談
会
は
制
度
の
変
更
に
伴
う
も

の
で
な
い
た
め
、現
在
受
給
中
の
人
に
つ
い

て
再
度
、申
請
手
続
き
を
求
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　   

教
育
総
務
課
　
総
務
・
文
化
財
係

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
２
９
１
１

問
申

　   

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
５
２

問
申

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

　
再
就
職
や
起
業
、地
域
活
動
な
ど
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
め
ざ
す
女
性
や
、今
後
の
働

き
方
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
た
い

女
性
を
対
象
に
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

資
格
や
支
援
に
つ
な
が
る
豊
富
な
経
験
を
持

つ
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
の
一
時

保
育
も
あ
り
ま
す
。

日
時
12
月
７
日
（
木
）①
11
時
〜
②
13
時
〜

③
14
時
〜
※
一
人
約
50
分

場
所 

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
員
特
定
社
会
保
険
労
務
士
　
西
本
恭

子 

氏
申
込
期
限 

11
月
30
日（
木
）

介
護
者
の
つ
ど
い

日
時 

11
月
13
日（
月
）10
時
〜
11
時
30
分

場
所 

船
坂
サ
ロ
ン（
旧
船
坂
幼
稚
園
）

内
容 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参
加
料 

4
０
０
円（
食
事
代
）

対
象
者
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人

申
込
期
限 

11
月
１
日（
水
）

※
詳
し
い
内
容
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
の
祭
典

「
西
播
磨
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

内
容 

女
優
の
大
湖
せ
し
る
さ
ん
の
ト
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
、ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プC

o
o
l
e
y

 

H
i
g
h
 
H
a
r
m
o
n
y

（
ク
ー
リ
ー
ハ
イ

ハ
ー
モ
ニ
ー
）の
ラ
イ
ブ
、他
に
も
ダ
ン
ス
、演

奏
、伝
統
芸
能
な
ど
が
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
演
じ
ら

れ
ま
す
。ご
当
地
グ
ル
メ
、熱
気
球
体
験
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
10
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）
10
時
30

分
〜
16
時
30
分（
２
日
目
16
時
ま
で
）

場
所 

播
磨
科
学
公
園
都
市
芝
生
広
場
、播
磨

高
原
東
小
学
校
、西
播
磨
総
合
庁
舎
お
よ
び

増
設
サ
ッ
カ
ー
場
ほ
か

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

　
個
人
住
民
税
は
、町
民
税
と
県
民
税
を
あ

わ
せ
た
税
で
す
。 

　
給
与
所
得
者
と
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者

は
、給
与
や
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

さ
れ
、そ
れ
以
外
の
人
は
、町
が
送
付
す
る
納

付
書
で
、年
４
回
（
原
則
）に
分
け
て
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
で
納
め
て
い
る
人
の
第
３
期
分
の

納
期
限
は
、10
月
31
日（
火
）で
す
。

納
付
場
所 

金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア（
30
万
円
以
下
の
み
）、役
場
会
計
課

※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。手
続
き
が
で
き
る
場
所
は
、役
場

税
務
課
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
で
す
。

お
知
ら
せ

個
人
住
民
税
納
期
限
は
10
月
31
日

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

   

建
設
課
　
ま
ち
づ
く
り
係

　
　
　
　
　 

　 

☎
５
２・
１
１
１
７

問 　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
た
と
き

に
、契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２

週
間
以
内
に
町
を
経
由
し
て
知
事
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
：
２
千
㎡
以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
：
５

千
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
：
１
万
㎡
以
上

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　
10
月
は
美
し
い
た
め
池
を
守
り
育
て
る

運
動
実
施
期
間
で
す
。
草
刈
り
や
清
掃
な

ど
、た
め
池
の
管
理
は
、地
元
の
農
家
の
人
た

ち
が
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、周
辺
の
都
市

化
や
農
家
の
人
た
ち
の
高
齢
化
で
十
分
な
管

理
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

汚
れ
た
排
水
の
流
入
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

で
、美
し
い
姿
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
た
め
池
の
自
然
環
境
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
め
池
の
役
割 

①
地
域
を
支
え
る
農
業
用

水
源
②
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
防
止
や
災

害
時
の
水
源
③
水
辺
の
動
植
物
な
ど
の
生
態

系
保
全

た
め
池
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

投
開
票
日 

10
月
22
日（
日
）

投
票
時
間 

７
時
〜
20
時

期
日
前
投
票 

実
施
中
〜
10
月
21
日（
土
）

８
時
30
分
〜
20
時

皆
さ
ん
揃
っ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

【
投
開
票
所
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
】

●
第
３
投
票
区
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら

竹
万
公
民
館
へ

●
開
票
所
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

   

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　 

☎
５
２・
１
１
１
１

問
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ま
ち
の
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今
月
の
ト
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ッ
ク
ス

暮
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し
の
案
内

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
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ニ
ュ
ー
ス

情
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シ
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・
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問 問　事務局（企画政策課内）　☎５２-1112

ＵＩ（遊あい）ネット上郡 会員募集中

ＵＩ(遊あい）ネット上郡  酒井　啓

移住した人たちの新たな出会いと交流を目的に発足。

　夕闇迫る秋の日、村を歩くと近くの宮さんの
灯篭にはすでに灯がともっていた。お大師さん
の灯篭にも灯がともる。信仰厚い村の伝統が今
に息づいていて教わることが多い。台風が去っ
て数日たった千種川の流れは澄んで美しい。小
魚が泳ぎ回る。田の畔に出ると彼岸花の紅が鮮
やか。稲穂が垂れて刈り取りを待っている。
 見上げれば白旗山も見える。そう、ここは赤松
円心のふるさと。彼が建立した法雲寺も静かに
佇み、座禅堂が高台に見える。やがて鎮守の森
から笛や太鼓の音が聞こえ、獅子が舞う秋祭が
やってくる。この村に住んで５年。村の習慣に戸
惑いながらも人々の温かい心に助けられて歩ん
できた。さらに羅針盤のない老いの暮らしを模
索していきたいと思っている。

 Vol.5

移 住 者 コ ラ ム

かみごおり

移住体験記 

取材で中学校体育大会に行き、生徒の熱気に満ちあふれた姿
を見て、若い力は町を元気にする大切な要因の一つだと感じ
ました。同時に私たち大人は、若い力に負けないようにしない
とダメだ、とも思いました。
ちなみに、体力も負けたくない私は、久しぶりに家の周りをラ
ンニングしました。
軽快にスタート！５分経過、10分経過…………もう息が上がり
ます。
横断歩道が視界に入ってくると、「信号赤になれ！！」と願う自分
がいました。情けない(T_T)

たたず

氏名（敬称略）
玉田　照子
堀　鉃造
松本　和郎
宮本　博
簗本　貢
前川　敬子
起塚　春榮
山田　邦彦

年齢
84
103
90
82
63
79
92
82

自治会
高田台５丁目東
高田台４丁目東

駅西
中村
奥
丹東
駅西

高田台４丁目南
外字は、常用漢字で表記しています。同意を得ている方々のみ掲載しています。

お
く
や
み

[

9
月
届
出
分]

保健カレンダー

休日当番医
月　　日

10月

医療機関 電話番号

11月

10月

11月
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11月6日（月）

11月10日（金）

13時～16時 総務課☎52-1111（役場４階４０２会議室）

内　容 開催日 時　間 お問い合せ（場所）

行政相談 12月20日（水）

11月1日（水）

10時～12時 総務課☎52-1111（役場３階３０１会議室）

法律相談（予約制・前日締切）

11月9日（木）

社会福祉協議会☎52-2910
11月21日（火）

10月17日（火）

家庭児童相談

10月17日（火）

９時～15時 健康福祉課☎52-1114（役場２階対話室）

心配ごと（なんでも）相談
10月26日（木）

13時30分～15時

栄養相談（予約制）

こころのケア相談（予約制）

11月7日（火）
エイズ・肝炎相談（予約制）

11月6日（月）

13時20分～14時40分

9時30分～11時30分

赤穂健康福祉事務所☎43-2321

13時20分～16時

教育相談（カウンセリング） 青少年育成センター☎52-5500
※相談日が祝日の場合は、お休みです。毎週月曜 ９時～17時

14時～15時

社会福祉協議会☎52-2910
 　　　　　　　☎080-1936-1067
　　　　　　　（相談日のみ）

暮 ら し の 相 談 窓 口

人権相談

編　集　後　記

11月番組表 

放送時間　１２時、１７時、２０時、２３時、翌日７時　※番組終了後、文字放送やサイエンスチャンネルなどを放送します。
※都合により、放送時間・番組内容を変更する場合があります。ご了承願います。  

週刊GoGoかみごおり

高田幼稚園うんどうかい
西はりまロードサイクリング

上郡幼稚園うんどうかい
西はりま特集７月～９月

週刊GoGoかみごおり

空から見た上郡
上郡アーカイブ

月刊GoGoかみごおり

え ん し ん ネ ッ ト
10/30 ～ 11/2 11/6 ～ 11/9 11/20 ～ 11/23

11/3 ～ 11/5 11/10 ～ 11/12 11/24 ～ 11/26

第4回 鞍居ふるさとまつり
千種川学園体育祭

週刊GoGoかみごおり

11/13 ～ 11/16

11/17 ～ 11/19

111ch

平成29年9月末現在の人口・世帯数のうごき（9月届出分）
※（　　）内は前月比をあらわす。

☎52-6369
☎52-5600
☎52-0045
☎52-1000
☎57-2167
☎52-5000
☎52-5611

高嶺診療所
岡田整形外科
三浦医院
半田産婦人科医院
河原クリニック
大岩診療所
苔縄医院

15日（日）
22日（日）
29日（日）
３日（金）
５日（日）
12日（日）
19日（日）

【１～８月末】　上郡町内交通事故発生状況
交番（駐在）別
上郡橋
上郡駅前
中　野
梨ヶ原
八　保
赤　松
野　桑

播磨科学公園都市
合　計

人身事故
7
6
6
4
2
3
0
0
28

死　者
0
0
0
0
0
0
0
0
0

傷　者
12
11
10
5
2
3
0
0
43

6,435世帯

7,446人（△10) 

人　口

世帯数

15,351 人（△19)
男
性 7,905人（△9)女

性

出生 10人
死亡 14人
転入 18人
転出 33人

（△2）

トミーの

8日（水）
15日（水）

２歳児歯科健診18日（水）
9時30分～ 保健センター赤ちゃんサロン

※10月7日（土）の赤ちゃんサロンは、28日（土）に変更になりました。

28日（土）

月　　日 内　　容 時　　間 場　　所
相生警察署からお知らせ

☎２２-０１１０
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相談 当番医・新着図書・番組表
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問 問　事務局（企画政策課内）　☎５２-1112

ＵＩ（遊あい）ネット上郡 会員募集中

ＵＩ(遊あい）ネット上郡  酒井　啓

移住した人たちの新たな出会いと交流を目的に発足。

　夕闇迫る秋の日、村を歩くと近くの宮さんの
灯篭にはすでに灯がともっていた。お大師さん
の灯篭にも灯がともる。信仰厚い村の伝統が今
に息づいていて教わることが多い。台風が去っ
て数日たった千種川の流れは澄んで美しい。小
魚が泳ぎ回る。田の畔に出ると彼岸花の紅が鮮
やか。稲穂が垂れて刈り取りを待っている。
 見上げれば白旗山も見える。そう、ここは赤松
円心のふるさと。彼が建立した法雲寺も静かに
佇み、座禅堂が高台に見える。やがて鎮守の森
から笛や太鼓の音が聞こえ、獅子が舞う秋祭が
やってくる。この村に住んで５年。村の習慣に戸
惑いながらも人々の温かい心に助けられて歩ん
できた。さらに羅針盤のない老いの暮らしを模
索していきたいと思っている。

 Vol.5

移 住 者 コ ラ ム

かみごおり

移住体験記 

取材で中学校体育大会に行き、生徒の熱気に満ちあふれた姿
を見て、若い力は町を元気にする大切な要因の一つだと感じ
ました。同時に私たち大人は、若い力に負けないようにしない
とダメだ、とも思いました。
ちなみに、体力も負けたくない私は、久しぶりに家の周りをラ
ンニングしました。
軽快にスタート！５分経過、10分経過…………もう息が上がり
ます。
横断歩道が視界に入ってくると、「信号赤になれ！！」と願う自分
がいました。情けない(T_T)

たたず

氏名（敬称略）
玉田　照子
堀　鉃造
松本　和郎
宮本　博
簗本　貢
前川　敬子
起塚　春榮
山田　邦彦

年齢
84
103
90
82
63
79
92
82

自治会
高田台５丁目東
高田台４丁目東

駅西
中村
奥
丹東
駅西

高田台４丁目南
外字は、常用漢字で表記しています。同意を得ている方々のみ掲載しています。
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11月6日（月）

11月10日（金）

13時～16時 総務課☎52-1111（役場４階４０２会議室）

内　容 開催日 時　間 お問い合せ（場所）

行政相談 12月20日（水）

11月1日（水）

10時～12時 総務課☎52-1111（役場３階３０１会議室）

法律相談（予約制・前日締切）

11月9日（木）

社会福祉協議会☎52-2910
11月21日（火）

10月17日（火）

家庭児童相談

10月17日（火）

９時～15時 健康福祉課☎52-1114（役場２階対話室）

心配ごと（なんでも）相談
10月26日（木）

13時30分～15時

栄養相談（予約制）

こころのケア相談（予約制）

11月7日（火）
エイズ・肝炎相談（予約制）

11月6日（月）

13時20分～14時40分

9時30分～11時30分

赤穂健康福祉事務所☎43-2321

13時20分～16時

教育相談（カウンセリング） 青少年育成センター☎52-5500
※相談日が祝日の場合は、お休みです。毎週月曜 ９時～17時

14時～15時

社会福祉協議会☎52-2910
 　　　　　　　☎080-1936-1067
　　　　　　　（相談日のみ）

暮 ら し の 相 談 窓 口

人権相談

編　集　後　記

11月番組表 

放送時間　１２時、１７時、２０時、２３時、翌日７時　※番組終了後、文字放送やサイエンスチャンネルなどを放送します。
※都合により、放送時間・番組内容を変更する場合があります。ご了承願います。  

週刊GoGoかみごおり

高田幼稚園うんどうかい
西はりまロードサイクリング

上郡幼稚園うんどうかい
西はりま特集７月～９月

週刊GoGoかみごおり

空から見た上郡
上郡アーカイブ

月刊GoGoかみごおり

え ん し ん ネ ッ ト
10/30 ～ 11/2 11/6 ～ 11/9 11/20 ～ 11/23

11/3 ～ 11/5 11/10 ～ 11/12 11/24 ～ 11/26

第4回 鞍居ふるさとまつり
千種川学園体育祭

週刊GoGoかみごおり

11/13 ～ 11/16

11/17 ～ 11/19

111ch

平成29年9月末現在の人口・世帯数のうごき（9月届出分）
※（　　）内は前月比をあらわす。

☎52-6369
☎52-5600
☎52-0045
☎52-1000
☎57-2167
☎52-5000
☎52-5611

高嶺診療所
岡田整形外科
三浦医院
半田産婦人科医院
河原クリニック
大岩診療所
苔縄医院

15日（日）
22日（日）
29日（日）
３日（金）
５日（日）
12日（日）
19日（日）

【１～８月末】　上郡町内交通事故発生状況
交番（駐在）別
上郡橋
上郡駅前
中　野
梨ヶ原
八　保
赤　松
野　桑

播磨科学公園都市
合　計

人身事故
7
6
6
4
2
3
0
0
28

死　者
0
0
0
0
0
0
0
0
0

傷　者
12
11
10
5
2
3
0
0
43

6,435世帯

7,446人（△10) 

人　口

世帯数

15,351 人（△19)
男
性 7,905人（△9)女

性

出生 10人
死亡 14人
転入 18人
転出 33人

（△2）

トミーの

8日（水）
15日（水）

２歳児歯科健診18日（水）
9時30分～ 保健センター赤ちゃんサロン

※10月7日（土）の赤ちゃんサロンは、28日（土）に変更になりました。

28日（土）

月　　日 内　　容 時　　間 場　　所
相生警察署からお知らせ

☎２２-０１１０
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K A M I G O R I  T O W N

さ わ や か に 歴 史 と 未 来 の 出 逢 う ま ち

10
2017
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広報 かみごおり 平成29年10月13日発行　編集・発行/上郡町広報委員会 TEL.52-1111 FAX.52-5172
Eメール soumu@town.kamigori.lg.jp　URL http：//www.town.kamigori.hyogo.jp/

　図書館　☎５２-1125問

　上郡町商工会事務局　☎５２-3710　　 ５２-3833問 申

■未就学児の大ホールへの入場は、お断りします。（未就学児をお連れの人は、中ホールで講演をご覧いただけます）
■講演会終了後、サイン会を行います。（当日販売の著書限定）

「私の分岐点」
生涯学習支援センター 大ホール

11月19日（日）13：30～15：00
野口 健 講演会
平成29年度 播磨科学公園都市圏域定住自立圏図書館読書活動推進事業

写真提供：野口健事務所

演 題
場 所

日 時

入場無料
先着
400名
満席の時は、

入場をお断りする
ことがあります。

上郡町読書講演会

可愛いお子さんや、大好きなおじいちゃん・おばあちゃん、
仲良しグループ、ペットなど、皆さんに自慢したいことを募集しています。
詳しくは、総務課 広報情報係 （☎52-1111）まで

募集中

自わ が ま ち 慢

歩武くん（１歳）
一颯くん（2歳）おなまえ

兄弟仲良く、元気に大きくなってね！
お母さん（高橋希さん）から一言

い ぶ き

あ ゆ む

※原則送迎はありません。ただし女性のみJR上郡駅からの送迎は可能です。その場合は連絡してください。

※応募多数の場合は抽選になります。男性については町在住、在勤の人を優先します。

今までに複数のカップルがゴールインしています!
上郡町商工会では今年も『愛ラブ大作戦でステキな出会い』を応援します。
この機会に初めての人も参加してみませんか♪
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